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大会長挨拶

　この度，平成 30 月 4 月 14 日（土）～ 15 日（日）の 2日間，盛岡市のアイーナいわて県民情報交
流センター（メイン会場：小田島組☆ほ～る）において第 9回日本デジタル歯科学会学術大会を開
催させていただきます．
　今回のテーマは「Cutting Edge Digital Dentistry 　─ヴァーチャルからリアルへ─」としました．
インフォメーションテクノロジー（IT）の急速な発展は，歯科臨床のありかたを大きく変革させよ
うとしており，CAD/CAM（Computer Aided　Design/Computer Aided Manufacturing）技術の導
入により，デジタル・ デンティストリーと称される手法が，各診療ステップで確立されつつありま
す．インプラント治療の領域では，サージカルガイドだけでなく，埋入窩の形成を行う際，ドリル
の先端の位置をリアルタイムでモニターすることが可能なダイナミック・ナビゲー ションシステ
ム，口腔内スキャナーを用いた光学印象 採得法も適用されつつあります．また，教育では支台歯
形成の形態，切削量，アンダーカットの有無などを評価するシステムが現場に導入されつつあり，
様々な歯科の分野で新しいシステム，新しい製品が発表されております．
　特別講演 1では，大阪大学の矢谷博文先生に『セラミック補綴と接着の現状』を，特別講演 2で
は東京医科歯科大学の三浦宏之先生に『現在の CAD/CAM臨床と今後の展望』をご講演いただき
ます．教育講演では『デジタル歯科の未来を探る』と題して梅原一浩先生（梅原歯科医院）と馬場
一美先生（昭和大学）にご講演いただきます．さらにシンポジウムは 4つ企画しております．シン
ポジウム 1 は『光学印象のデジタルワークフロー』，シンポジウム 2は『歯科治療における新たな
デジタルワークフロー』，シンポジウム 3は『デジタル技工の最前線』，シンポジウム 4は『デジタ
ル義歯製作の現在と今後の展開』を予定しております．それぞれ興味のある講演になることでしょ
う．それ以外にも企画講演を 7つ，ランチョンセミナー 3つ，特別セミナーをご用意しています．
一般講演は 11 演題，ポスター発表は 33 題と盛り沢山です．
　デジタル歯科学会の会員数も 600 名を超え，毎年活発な発表が行われてきました．今回の学術大
会のプログラムにおいても，最新の情報交換がなされ，今後のデジタル・デンティストリーの方向
性を再確認できるものと期待しています．
　まだ少し寒さは残りますが，すがすがしい，春の盛岡を楽しんでいただけるよう，スタッフ一同
準備いたしました．皆様に「第 9回大会に参加されてよかった」と心から思っていただける学会に
なればと祈念しております．

一般社団法人　日本デジタル歯科学会第 9回学術大会
大会長　近藤　尚知
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タイムスケジュール（１日目）
１日目　平成 30 年 4 月 14 日（土）

第１会場
（７階　小田島組☆ほーる）

第２会場
（８階　会議室 803）

第３会場
（８階　会議室 812）

企業展示会場
（４階　県民プラザ，

アイーナスタジオ）

ポスター会場
（５階　ギャラリー

アイーナ）

10：00−11：00

日本デジタル歯科学会
理事会

11：00−12：00

日本デジタル歯科学会
平成30年度定時社員総会11：30−

受　付 11：20−12：30

ポスター　掲示12：00−12：15
平成30年度第 2 回理事会（新理事）

12：20−12：40
開会式・大会長講演

12：30−17：00

企業展示

12：30−15：20

ポスター発表

13：10−13：50
一般口演（O-1～O-4）

13：10−13：40
企画講演 1
㈱ジーシー

第 2 会場サテライト

13：40−14：10
企画講演 2
ヨシダ㈱13：50−14：30

一般口演（O-5〜O-8） 14：10−14：40
企画講演 3

スリーエムジャパン㈱
14：40−15：10

一般口演（O-9〜O-11）
14：40−15：10

企画講演 4
デンツプライシロナ㈱

15：20−15：40
ポスター討論

15：40−17：00

ポスター発表16：00−17：30

シンポジウム 1
（（公社）日本口腔インプラント学会，

（公社）日本補綴歯科学会 共催）

16：00−16：30
企画講演 5

ストローマン・ジャパン㈱

第 2 会場サテライト
16：30−17：00

企画講演 6
ノーベル・バイオケア・ジャパン㈱

17：00−17：30
企画講演 7
㈱モリタ

18：00−19：30

懇親会　ホテルメトロポリタン盛岡　NEW　WING　4 階
（優秀ポスター賞表彰式）

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00
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タイムスケジュール（２日目）
２日目　平成 30 年 4 月 15 日（日）

第１会場
（７階  小田島組☆ほーる）

第２会場
（８階　会議室 803）

第３会場
（８階　会議室 812）

企業展示会場
（４階　県民プラザ，

アイーナスタジオ）

ポスター会場
（５階　ギャラリー

アイーナ）

8：30−　受付

9：00−16：30

企業展示

9：00−15：30

ポスター発表

9：00−10：30

シンポジウム 2
（（特非）日本歯科放射学会 共催）

10：40−11：40

特別講演 1

10：40−11：40

シンポジウム 3
（（一社）日本歯科技工学会 共催）

第 2 会場サテライト

12：00−13：00

ランチョンセミナー 1

12：00−13：00

ランチョンセミナー 2

12：00−13：00

ランチョンセミナー 3

13：10−14：10

特別講演 2

14：20−15：10

特別セミナー
14：20−16：20

シンポジウム 4
（（公社）日本補綴歯科学会 共催）

第 2 会場サテライト

15：20−16：20

教育講演
15：30−16：30

ポスター撤去

16：20−16：30　閉会式

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00
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参加者へのご案内とお願い
１．学会参加のみなさまへ
１）　学会受付（アイーナ　7階　小田島組☆ほ～る前ロビー）

平成 30 年 4 月 14 日（土）11：30 から行います．
平成 30 年 4 月 15 日（日）８：30 から行います．

２）　会員の皆さまと参加費前納の方
事前送付されております参加証を忘れずにご持参ください．
当日は事前登録者受付を11：20から会場７階 ロビーに設置いたしますので，参加証をご提示いただき，
抄録集をお受け取りください．
また，会場内では，参加証を入れたホルダー必ず着用してください．未着用の方の入場はお断りさせ
ていただく場合がございます．

３）　入会希望の方
学会事務局にて入会手続きを行っております．学会受付にお越しください．
演者ならびに共同演者は会員であることが条件となっておりますので，未入会の方は入会手続きを必
ず行ってください．
【学会事務局】　日本デジタル歯科学会　事務局
　　　　　　　〒 170－0003　東京都豊島区駒込 1－43－9　一般財団法人 口腔保健協会内
　　　　　　　TEL：03－3947－8891　　FAX：03－3947－8341

４）　駐車場について
アイーナいわて県民情報交流センター付近には下記の指定駐車場（有料）がございます．
施設駐車場は混雑が予想されますので，ご来場の際は，公共交通機関をご利用ください．
・盛岡駅西口地区駐車場（市営：448 台）
・盛岡市盛岡駅西通一丁目 1番 5号（アイーナ東側向かい）
この他，マリオス立体駐車場（市営：297 台）も利用可能

駐車時間 駐車料金
午前７時から午後６時まで 駐車時間 30 分までごとに 100 円
午後６時から午後 11 時まで 駐車時間１時間までごとに 100 円
午後 11 時から翌日の午前７時まで 駐車時間１時間までごとに 80 円

２．質疑応答
質問は挙手にて座長の許可を得て，必ず所属，氏名を明らかにして所定のマイクでご発言ください．

３．座長の先生方へ
１）　座長は担当セッションの 10 分前までに所定の席（次座長席）へお越しください．
２）　質疑，討論は所定の時間内に終わるように定時進行にご協力をお願いいたします．

４．発表者の皆様へ
１）口演発表
（1）PC受付について

事務局で用意しているパソコンの OSはWindows，アプリケーションは PowerPoint2010，
2013，2016 です．発表時刻の 30 分前までに USBメモリー，CD-R，もしくはご自身のノートパソ
コンを PC受付にお持ちいただき，受付・試写をお済ませください．
スマートフォン，iPad等でのデータ持込みおよび HDMIでの送出は対応しておりません．
発表データの受付は，発表が差し迫っている演者を優先して受け付けさせていただく場合がござい
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ますのでご了承ください．また，受付時のデータ修正は固くお断りいたします．
なお，バックアップデータを必ずご持参ください．
　　 PC受付　［アイーナ　７階　小田島組☆ほ～る前］
　　　　　　  ４月 14 日（土）　12：00 ～ 14：30

（2）作成スライドについて
スライドサイズは XGA　1,024 × 768（4：3）で作成してください．
指定の解像度で作成されていない場合，スライドが正しく映らない場合がございますので， 
ご注意ください．動画の使用はご遠慮ください．

（3）発表について
演者の先生は開始 10 分前までに次演者席にご着席ください．
一般口演の発表時間は，10 分（発表８分，質疑応答２分）です．
発表時間中は緑ランプ，終了時１分前に黄ランプで合図し，赤ランプで発表終了です．
発表形式はパソコンによる単写です．
スライドの枚数には制限がありませんが，制限時間内に終了するようにしてください．
発表データの操作はご本人で行ってください．レーザーポインタは大会側で用意します．
質疑応答時間については，座長の指示に従ってください．

■データ（USBメモリー，CD-R）を持ち込まれる方へ
１．フォントはWindowsに標準搭載されているものをご使用ください．
２ ．コピーミスを防ぐため，メディアに保存したあと，作成した PC以外の PC環境でも正常に動作す
ることをご確認ください．また，必ずウィルス駆除ソフトでウィルスチェックを行ってください．

３．お預かりした発表データは，学会終了後に全て消去いたします．

■ノートパソコンを持ち込まれる方へ
１．ACアダプター，外部出力用変換ケーブルは必ずご自身でご用意ください．
２ ．事務局で用意しているPCケーブルのコネクタは，MiniD-Sub 15ピンです．
この形状に合ったノートパソコンをご用意いただき，この形状に変換するコ
ネクタを必要とする場合には，PC側Mini D-sub15 ピンを必ずご自身でご用
意ください．

３ ．スクリーンセーバーおよび省電力設定など，発表の妨げになる設定は事前に解除してください．
４ ．スムーズな進行をするために「発表者ツール」の使用はご遠慮ください．発表原稿が必要な方は，
あらかじめプリントアウトをお持ちください．会場でのプリントアウトは対応しておりません．

２） ポスター発表
（1）ポスター受付について

受付をお済ませのあと，ポスターの貼付けをお願いいたします．ポスターの貼付・撤去は必ず指 

定された時間内に行ってください．
　ポスター受付　　　　　［アイーナ　５階　ギャラリーアイーナ前］
　　　　　　　　　　　　４月 14 日（土）　11：20 ～ 12：30
　　　　　　・貼付時間　４月 14 日（土）　11：20 ～ 12：30
　　　　　　・閲覧時間　４月 14 日（土）　12：30 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　　４月 15 日（日）　９：00 ～ 15：30
　　　　　　・撤去時間　４月 15 日（日）　15：30 ～ 16：30

　　　　　　　※撤去時間を過ぎても残っているポスターは，事務局で処分します．

PC側 Mini D-sub15ピン
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（2）作成ポスターについて
事務局が用意しているパネルのサイズは
90cm（幅）× 180cm（高さ）です．
パネル上部の左側には大会事務局であらかじめ演題番号
（20 ㎝× 20 ㎝）を掲示しますので，該当パネルにポスター
を掲示してください．
押しピンは各自ご用意ください（両面テープでは掲示は
できません）．
ポスターはパネルの下部20cmを空けて掲示してください．

（3）ポスター発表について
フリーディスカッション形式となります．
発表時間（４月 14 日（土）15：20 ～ 15：40）には必ず
ポスター前に待機してください．

５．懇親会
日　時：平成 30 年４月 14 日（土）18：00～19：30
会　場：ホテルメトロポリタン盛岡 New wing ４階
参加費：8,000 円（当日）

６．ランチョンセミナー（定員：各セミナー 120 名）
１）　 ランチョンセミナーの整理券は４月 15 日（日）の朝から企業展示ブース（４階 県民プラザ）で配布
いたします．下記協賛企業様ブースで整理券をお受取りください．
　・ランチョンセミナー１　クラレノリタケデンタル株式会社　（第一会場（７階 小田島組☆ほ～る））
　・ランチョンセミナー２　DIOデジタル株式会社  　　（第二会場（８階 会議室 803））
　・ランチョンセミナー３　スリーエムジャパン株式会社　　　（第三会場（８階 研修室 812））

２）　会場の席数に限りがございます．定員になり次第，配布を終了いたします．
３）　整理券はお一人様１枚とさせていただきます．参加証をご提示ください．
４）　 整理券はセミナー開始 10 分後をもって無効とし , 整理券の持たないキャンセル待ちの参加者の入場

を認めます．早めにご参集ください．

演題番号

20cm

20cm

160cm

演題名・所属・発表者氏名・顔写真

70cm

ポスター本文

ポスター展示スペース

下部20cmはブランクを作ってください

演題番号以外は各自でご用意ください
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会 場 案 内 図
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〈１日目　4 月 14 日（土）〉
10：00 ～ 11：00 一般社団法人 日本デジタル歯科学会　理事会 第 2会場（会議室 803）
11：00 ～ 12：00 一般社団法人 日本デジタル歯科学会　定時社員総会 第 2会場（会議室 803）
12：00 ～ 12：15 一般社団法人 日本デジタル歯科学会　理事会（新理事） 第 2会場（会議室 803） 
11：30 ～ （アイーナ 7F小田島組☆ほ～る前ロビー） 受　　付 

第１会場（小田島組☆ほ〜る）

12：20 〜 12：40	 開会式・大会長講演　
 　　　座長：末瀬一彦（一般社団法人 日本デジタル歯科学会理事長）
 　　　「Cutting Edge Digital Dentistry ─ヴァーチャルからリアルへ─」
 　　　　　　近藤尚知（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13：10 〜 13：50　一般口演O−1〜 O−4　座長：鈴木哲也（東京医科歯科大学）

O−1 レーザー焼結積層および切削造形により製作した Co-Cr合金エーカースクラスプの適合性と維持力 

○鳥居麻菜 1，仲田豊生 1，高橋和也１，河村　昇２，新保秀仁１，大久保力廣１

1 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座 ,　 2 鶴見大学歯学部歯科技工研修科

O−2 積層造形法による有床義歯製作の可能性と今後の展開
 第 2報　再現精度と口腔内試適時評価

○前畑　香 1，生田龍平 1，玉置勝司 1，平野綾夏 2，杉山久幸 2

1 神奈川歯科大学全身管理医歯学講座 ,　 2 丸紅情報システムズ

O−3 3 Dプリンタを用いた鋳造クラスプ内包型 PMMA製パーシャルデンチャーの試作
○小澤大輔 1，高木一世 1，辻村 正康 1, 2，池田 貴臣 1, 2，寒河江孝 1, 3

1 口新デンタルソリューション，2 第一技工研究所，3 寒河江歯科診療所

O−4 3 Dプリンタを用いた PMMA製顎補綴装置の臨床応用
○寒河江孝 1, 4，小澤大輔 2，高木一世 2，堀江彰久 3, 4，関谷秀樹 4

1 寒河江歯科診療所，2 口新デンタルソリューション，3 関東労災病院歯科口腔外科，
4 東邦大学医学部口腔外科

13：50 〜 14：30　一般口演O−5〜 O−8　座長：木本克彦（神奈川歯科大学大学院）
O−5 スキャンパウダーの有無による口腔内スキャナーの精度に関する検討

○深澤翔太，夏堀礼二，大平千之，鬼原英道，高藤恭子，高橋敏幸，近藤尚知
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座

O−6 マルチレイヤー型ジルコニアで作製した前歯部フルカントゥアジルコニアクラウンの色調の比較
○塩見祥子 1，若林一道 1，大住雅之 2，岡村真弥 1，中野芳郎 1，中村隆志 1，矢谷博文 1

1 大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座クラウンブリッジ補綴学分野
2 株式会社 オフィス・カラーサイエンス

O−7 CAD/CAMを用いて作製したフレームの適合精度向上について
○山内佑太，武田　航，正井隆祐，恒田隆之
株式会社 Johnny’s Factory 
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O−8 各種歯科用コーンビーム CTにおけるピクセル値と医科用 CTの CT値との比較および評価
○西山貴浩，荘村泰治，山口　敦，樋口鎮央
和田精密歯研株式会社

  

14：40 〜 15：10　一般口演O−9〜 O−11　座長：佐々木啓一（東北大学）
O−9 正中離開した患者に対して，デジタル診断した情報をもとに，セットアップした一例

〇竹中　進 1，杉元敬弘 2，西山貴浩 1，山口　敦 1，樋口鎮夫 1

1 和田精密歯研株式会社，2 医療法人幸加会　スギモト歯科医院 

O−10　易摩耗性スプリントにおける耐摩耗性の検討─暫間修復用レジンとの比較─
○木原琢也 1，井川知子 1，伊原啓祐 2，佐々木圭太 1，平井健太郎 1，伊藤光彦 1，伊藤崇弘 1，重
本修伺 1，重田優子 1，小川　匠 1

1 鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座 ,　 2 鶴見大学歯学部歯科技工研修科

O−11　開業医におけるチェアーサイド型・ネットワーク型 CAD/CAMの使い分け
○小池軍平 1, 2，木本克彦 2

1 小池歯科医院 ,　2 神奈川歯科大学口腔機能修復学講座 咀嚼機能制御補綴学分野

16：00 〜 17：30	 シンポジウム 1　『光学印象のデジタルワークフロー』
  （（公社）日本口腔インプラント学会，
  （（公社）日本補綴歯科学会 共催）
  座長：佐藤博信（福岡歯科大学口腔医療センター）
  「スクリュー固定インプラント上部構造作成における光学印象の活用」
  　　　夏堀礼二（医療法人　夏堀デンタルクリニック）
  「一般歯科診療における光学印象のワークフロー」
  　　　北道敏行（きたみち歯科医院）
  「デジタルデンティストリーで変わる臨床の未来像」
  　　　北原信也（TEAM東京ノブレストラティブデンタルオフィス）
  「Digitally Guided Dental Therapy -Digital Workflows using Intra-oral Scanner; TRIOS 3-」
  　　　植松厚夫（ウエマツ歯科医院）

第２会場（会議室 803）

10：00 ～ 11：00　一般社団法人 日本デジタル歯科学会　理事会
11：00 ～ 12：00　一般社団法人 日本デジタル歯科学会　定時社員総会
12：00 ～ 12：15　一般社団法人 日本デジタル歯科学会　理事会（新理事）

13：10 〜 13：40　企画講演１　座長：舞田健夫　（北海道医療大学歯学部高度先進補綴学分野）
　　　　　　　　　『ジーシー Aadvaについて』
　　　　　　　　　　　  木南良二（株式会社ジーシー　機械開発部）

13：40 〜 14：10　企画講演 2　座長：舞田建夫　（北海道医療大学歯学部高度先進補綴学分野）
　　　　　　　　　『新しい「Trophy Solutions」について～ Smart Scan & Milling～』
 檀上佳希（トロフィー・ラジオロジー・ジャパン株式会社セールス＆
 マーケティング部）
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14：10 〜 14：40　企画講演 3　座長：中村隆志　（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座）
　　　　　　　　　『口腔内スキャナーの新たな展開』
　　　　　　　　　宮本 康司（スリーエムジャパン㈱ヘルスケアカンパニー 歯科用製品技術部）

14：40 〜 15：10　企画講演 4　座長：中村隆志（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座）
　　　　　　　　　『デジタルデータ運用の再考 .拡大した CERECの運用方法』
　　　　　　　　　草間幸夫（医療法人社団研整会　西新宿歯科クリニック）

16：00 〜 16：30　企画講演 5　座長：鬼原英道（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）
　　　　　　　　　『Straumann Group Partnersによる更なる Digital Workflow』
　　　　　　　　　山名一史（ストローマン・ジャパン株式会社）

16：30 〜 17：00　企画講演 6　座長：鬼原英道（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）
　　　　　　　　　『New Nobel Biocare Digital solution』
　　　　　　　　　廣田健太郎（ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社）

17：00 〜 17：30　企画講演 7　座長：鬼原英道（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）
　　　　　　　　　『VR, AR, MRがもたらす「これからの歯科医療」』
　　　　　　　　　窪田　努（クボタ歯科）

ポスター会場（ギャラリーアイーナ）

11：20 ～ 12：30　ポスター掲示　　　〈 4 月15日（日）〉
12：30 ～ 17：00　ポスター発表　　　　 9：00 ～ 15：30　ポスター発表
15：20 ～ 15：40　ポスター討論　　　　15：30 ～ 16：30　ポスター撤去

P－1　デジタル化口腔顎機能記録解析教育装置による教育効果
○谷口祐介 1，都築　尊 2，松浦尚志 1，山口雄一郎 1，髙橋　裕 2，城戸寛史 3 
1 福岡歯科大学咬合修復学講座冠橋義歯学分野
2 福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野
3 福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野

P－2　データから制作する複製義歯
○井上絵理香 1，清宮一秀 1，古川辰之 1，星　憲幸 2，丸尾勝一郎 2，熊坂知就 2，東冬一郎 2， 

川西範繁 2，二瓶智太郎 3，大橋　桂 3，木本克彦 1, 2

1 神奈川歯科大学附属病院技工科　2神奈川歯科大学口腔統合医療学講座補綴・インプラント学分野 
3 神奈川歯科大学口腔科学講座クリニカル・バイオマテリアル分野

P－3　新規ハイブリッドレジンブロックを使用した大臼歯部クラウンへの臨床応用
○疋田一洋 1，舞田健夫 2，神成克映 2，田村　誠 2

1 北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野，2 北海道医療大学歯学部
口腔機能修復・再建学系高度先進補綴学分野

P－4　焼結積層と切削のハイブリッド加工により製作した支台装置の異方性の検討
○仲田豊生，新保秀仁，高橋和也，鳥居麻菜，大久保力廣
鶴見大学歯学部付属病院有床義歯補綴学講座
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P－5　セラスマート 300 の水中における耐劣化性評価
○星野小町，上野貴之，熊谷知弘
株式会社ジーシー　R&D. Mfg

P－6　義歯床用材料への使用を目的としたポリエーテルエーテルケトン材料の基礎的検討
〇吉﨑　聡，淺野　隆，阿部圭甫，小見山道 

日本大学松戸歯学部顎口腔機能治療学講座

P－7　Tm3＋・Er3＋共添加ジルコニアの蛍光性・物性評価
○岡村真弥 1，西田尚敬 2，中野芳郎 1，若林一道 1，中村隆志 1，関野　徹 2，矢谷博文 1

1 大阪大学歯学部顎口腔学機能再建学講座クラウンブリッジ補綴学分野
2 大阪大学産業科学研究所先端ハード材料研究分野 

P－8　人工知能を用いたエピテーゼ用顔料の配合比の決定
○鈴木駿輔 1，村山 　長 1，峯 　裕一 1 ，江口　透 2

1 広島大学医歯薬保健学研究科，2 広島大学工学研究科

P－9　 神奈川歯科大学附属病院におけるセラミック修復の現状　 

第 4報　過去 4年間における推移（2013－2016）
○東冬一郎 1，星　憲幸 1，熊坂知就 1，荒井佑輔 1，川西範繁 1，三宅　香 2，大橋　桂 2， 

古川辰之 3，井上絵理香 3，清宮一秀 3，二瓶智太郎 2，木本克彦 1

神奈川歯科大学大学院歯学研究科　1 口腔統合医療学講座補綴・インプラント学 ,
2 口腔科学講座クリニカル・バイオマテリアル，3 神奈川歯科大学附属病院技工科

P－10　口腔内スキャナーによるインプラント上部構造の咬耗の観察
○福徳暁宏，田邉憲昌，鬼原英道，高橋敏幸，高藤恭子，近藤尚知
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座

P－11　有床義歯の装着が食塊形成時の口腔咽頭器官の運動に与える影響
○小野寺彰平 1，古屋純一 2，山本尚徳 1，原　　淳 1，安藝紗織 1，松木康一 1，玉田泰嗣 1， 

近藤尚知 11 岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座， 
2 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科地域・福祉口腔機能管理学分野

　　　　
P－12　インプラント埋入後の顎骨リモデリングに関する形態学的考察

○髙橋宏彰 1，重光竜二 1，飯久保正弘 2，水戸武彦 1，佐藤愛美加 1，佐々木啓一 1

1 東北大学大学院歯学研究科口腔システム補綴学分野　
2 東北大学大学院歯学研究科口腔診断学分野

P－13　神奈川歯科大学附属病院におけるデジタル歯科技工の概要
○清宮一秀 1，井上絵理香 1，古川辰之 1，星　憲幸 2，丸尾勝一郎 2，熊坂知就 2，東冬一郎 2， 

川西範繁 2，二瓶智太郎 3，大橋　桂 3，木本克彦 1, 2

1 神奈川歯科大学附属病院技工科，2神奈川歯科大学口腔統合医療学講座補綴・インプラント学分野， 
3 神奈川歯科大学口腔科学講座クリニカル・バイオマテリアル分野

P－14　焼結造形積層法にて補強構造を作製したインプラントオーバーデンチャーの 1症例
○土橋佑基 1，佐藤博信 1，横上　智 1，喜瀬直樹 1，樋口鎮央 2，黒川元宏 2，
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1 福岡歯科大学口腔医療センター，2 和田精密歯研株式会社

P－15　金属粉末レーザー積層造形法で製作した Ti-6Al-4V合金のクラスプ適合性と維持力
◯高橋和也 1，鳥居麻菜 1，仲田豊生 1，河村　昇 2，新保秀仁 1，大久保力廣 1

1 鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座，2 鶴見大学歯科技工研修科

P－16　クラウン内面に付与した溝の位置が接着強さにおよぼす影響
○新谷明一 1, 2，新妻瑛紀 1，白鳥沙久良 1，黒田聡一 1，五味治徳 1

1 日本歯科大学生命歯学部歯科補綴学第 2講座，2 トゥルク大学
     

P－17　 大臼歯用 CAD/CAMハイブリッドブロック「セラスマート 300」に対する各種レジンセメントの接着
耐久性評価
○藤見篤史，有田明史，熊谷知弘
株式会社ジーシー　研究所

P－18　7.0Tesla MRIスキャナーにおける歯科補綴物による金属アーチファクトの観察 

○中里文香，小林琢也，米澤　悠，安藝沙織，久保田将史，近藤尚知
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座

P－19　Ce-TZP/Aを用いたテレスコープクラウンの形態が外冠の破折強度に及ぼす影響  

○柴田駿亮，鳥井克典，吉川佑輔，藤木　傑，田中順子，田中昌博
大阪歯科大学有歯補綴咬合学講座

P－20　審美歯科修復における光学的シミュレーション解析
　　　　─第 3報 歯冠形態モデルにおける光線経路解析─

○天羽康介 1，若林一道 1，酒井英樹 2，木林博之 1，中村隆志 1，矢谷博文 1

1 大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座クラウンブリッジ補綴学分野
2 大阪市立大学大学院生活科学研究科

P－21　小児におけるデジタル印象に対するストレス評価
○村井雄司 1，小橋美里 1，齊藤正人 1，疋田一洋 2

1 北海道医療大学歯学部口腔構造・機能発育学系小児歯科学分野
2 北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科医学分野

P－22　下顎無歯顎顎堤の光学印象データに対するランドマークの影響
○荒木田俊夫 1，金澤　学 1，岩城麻衣子 2，副田弓夏 1，羽田多麻木 1，鈴木哲也 3，水口俊介 1

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　1 高齢者歯科学分野，2 総合診療歯科学分野，
3 口腔機能再建工学分野

P－23　クラスプに適合したクラウンを CAD/CAM技術にて製作した一症例
○武部　純，安藤彰浩，熊野弘一
愛知学院大学歯学部有床義歯学講座

P－24　CAD/CAM全部床義歯における新規カスタマイズドディスクの開発
○副田弓夏 1，金澤　学 1，岩城麻衣子 2，荒木田俊夫 1，羽田多麻木 1，水口俊介 1

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　1 高齢者歯科学分野，2 総合診療歯科学分野
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P－25　部分床義歯製作ワークフローのフルデジタル化
○西山弘崇，谷口飛鳥，田中晋平，高場雅之，横山紗和子，上村江美，三好敬太，岩内洋太郎，
飯泉亜依，馬場一美
昭和大学歯学部歯科補綴学講座

P－26　三次元下顎運動データに基づいたバーチャルワックスアップによる機能運動時の咬合接触の観察
○塚谷顕介，田邊憲昌，近藤尚知
岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座

P－27　下顎運動測定器と CAD/CAM装置を用いたノンメタルクラスプデンチャー作製の検討
○一志恒太 1，濵中一平 2，髙橋　裕 2，城戸寛史 3，杉本太郎 1，村上由利子 4

1 福岡歯科大学医科歯科総合病院中央技工室，2 福岡歯科大学咬合修復学講座有床義歯学分野，
3 福岡歯科大学咬合修復学講座インプラント学分野，4 株式会社ニッシン

P－28　カスタムアバットメントを用いたスクリュー固定式クラウンの活用
○正井隆祐，武田　航 ，山内佑太
株式会社 Johnny’s Factory

P－29　デジタル技術を用いた歯の移動様態の解析
○佐久間優弥，田代　慎，槇宏太郎
昭和大学歯学部歯科矯正学講座

P－30　叢生量の違いが光学印象採得の再現性へ与える影響の検討
○田代　慎，佐久間優弥，槇宏太郎
昭和大学歯学部歯科矯正学講座

P－31　ウェアラブルデバイスを併用したモーションキャプチャーナビゲーションシステム
○松本彩子，大多和昌人，堤　威之，柳　　束，加倉加恵，城戸寛史
福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野

P－32　口腔内スキャナーを用いて顎模型とスクリュー固定式上部構造を製作した 1症例
○堤　威之 1，大多和昌人 1，一志恒太 2，安松香奈江 1，松本彩子 1，加倉加恵 1，城戸寛史 1

1 福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント学分野 ,
2 福岡歯科大学医科歯科総合病院中央技工室

P－33　各種スキャナにおける測定能および三次元画像構築の特性について
○伊藤光彦，井川知子，伊藤崇弘，木原琢也，平井健太郎，重田優子，重本修伺，小川　匠
鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座

懇親会（ホテルメトロポリタン盛岡　NEW WING 4 階）

18：00 〜 19：30　懇親会
（優秀ポスター賞表彰式）
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〈 2 日目 4 月 15 日（日）〉

8：30 ～　　受付（アイーナ 7階 小田島組☆ほ～る前ロビー）

第１会場（小田島組☆ほ〜る）

9：00 〜 10：30　シンポジウム 2　『歯科治療における新たなデジタルワークフロー』　
　　　　　　　　　　　　　　　　（（特非）日本歯科放射線学会 共催）
　　　　　　　　　　　座長：金田　隆（日本大学松戸歯学部放射線学講座）
　　　　　　　　　　　　　　小川　匠（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）
　　　　　　　　  「デジタル技術を用いた下顎骨再建術」
　　　　　　　　　　　　　　山田浩之（岩手医科大学歯学部口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野）
　　　　　　　　  「デジタルはインプラント治療のワークフローをどう変えるか」
　　　　　　　　　　　　　　月岡庸之（医療法人社団庸明会 つきおか歯科医院）
　　　　　　　　  「矯正臨床におけるデジタル・シミュレーション」
　　　　　　　　　　　　　　槇宏太郎（昭和大学歯学部歯科矯正学講座）

10：40 〜 11：40　特別講演 1
　　　　　　　　　　　座長：疋田一洋（北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科

医学分野）
　　　　　　　　　　　　　　『セラミック補綴と接着の現状』
　　　　　　　　　　　　　　矢谷博文（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラウンブリッジ補綴学分野）

12：00 〜 13：00　ランチョンセミナー 1
　　　　　　　　　　　　　　『Intra Oral Scannerを用いた，高透光性ジルコニア接着臨床』
　　　　　　　　　　　　　　中村昇司（八重洲歯科診療所）

13：10 〜 14：10　特別講演 2　
　　　　　　　　　　　座長：末瀬一彦（（一社）日本デジタル歯科学会理事長）
　　　　　　　　　　　　　　『現在の CAD/CAM臨床と今後の展望』
　　　　　　　　　　　　　　三浦宏之（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科摂食機能保存学分野）

14：20 〜 15：10　特別セミナー　
　　　　　　　　　　　座長：近藤尚知（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座・大会長）
　　　　　　　　　　　　　　『 AR，AI技術を用いた新しい診療補助装置 “スカウター” の開発と 

Net Work Systemとの統合について』
　　　　　　　　　　　　　　林　俊輔（医療法人社団 林歯科医院）

15：20 〜 16：20　教育講演　『デジタル歯科の未来を探る』
　　　　　　　　　　　座長：宮崎　隆（昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門）
　　　　　　　　　　　　　　「デジタル歯科は将来臨床で何を変えることができるのか？」
　　　　　　　　　　　　　　梅原一浩（医療法人審美会　梅原歯科医院）
　　　　　　　　　　　　　　「デジタルデンティストリーの近未来」
　　　　　　　　　　　　　　馬場一美（昭和大学歯学部歯科補綴学講座）

16：20 〜 17：00　閉会式
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第 2 会場（会議室 803）

10：40 〜 11：40　シンポジウム 3　『デジタル技工の最前線』
　　　　　　　　　　　　　　　　 （（一社）日本歯科技工学会 共催）
　　　　　　　　　　　  座長　齊木好太郎（ラボラトリー・オブ・プリンシピア）
　　　　　　　　  「The new concept of esthetic digital implant dentistry!」
　　　　　　　　　　　  　　　山下恒彦（デンテック　インターナショナル株式会社）
　　　　　　　　  「ジルコニアの透光性と審美性」
　　　　　　　　　　　  　　　伴　清治（愛知学院大学歯学部歯科理工学講座）

12：00 〜 13：00　ランチョンセミナー 2　
　　　　　　　　  『デジタルインプラントデンティストリーの可能性』
　　　　　　　　　　　 　　　 千葉豊和（札幌市・千葉歯科クリニック）

14：20 〜 16：20　シンポジウム 4　『デジタル義歯製作の現在と今後の展開』
　　　　　　　　　　　　　　　　 （（公社）日本補綴歯科学会 共催）
　　　　　　　　　　  　座長　大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）
　　　　　　　　  「CAD/CAMデンチャーの魅力を探る」
　　　　　　　　　　　 　　　 大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）
　　　　　　　　  「全部床義歯製作の CAD/CAM化の過程と到達点」
　　　　　　　　　　　  　　　水口俊介（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科学分野）
　　　　　　　　  「レーザーシンタリング技術は PDをどう変えるか？」
　　　　　　　　　　　　　　  渡邉祐康（わたなべ歯科）
　　　　　　　　  「デジタル義歯製作の現状と限界」
　　　　　　　　　　　　　　  米澤　悠（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

第 3 会場（会議室 812）

12：00 〜 13：00　ランチョンセミナー 3　
　　　　　　　　 『口腔内スキャナーで変わる臨床と歯科医院経営』
　　　　　　　　　　　  遠山敏成（医療法人社団　スターティスマイスター春日歯科クリニック）
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Cutting Edge Digital Dentistry 
─ ヴァーチャルからリアルへ ─

近藤　尚知（�岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

座長　末瀬　一彦（（一社）日本デジタル歯科学会理事長）

大会長講演

　近年，「デジタル・デンティストリー」という言葉が頻繁に使用されるようになり，歯科医療の現場
も大きな変革の時を迎えたかのように感じる．では，実際にはどの程度まで日常の歯科臨床に IT

（Information Technology）が導入されているのか．これは錯覚ではなく，現実のものなのか．本学術大
会では，われわれ歯科医師を取り巻く状況が，ITの導入によってどこまで変わってきたのかを検証する．
　わが国では 2000 年頃から，医科用の CTに加えてコーンビーム CT（CBCT）が開発され，その普及
によって，インプラント診療の精度は，飛躍的に高くなった．現在では，術前検査のひとつとして，
CTの撮影は常識となっており，すなわち，インプラントの埋入可能な顎骨の位置，方向，サイズを決
定するためには，術前の CT撮影が必要不可欠のものとなっている．そして現在の診断方法は，CTの
撮像データを DICOM形式のファイルに描き出し，それを解析用ソフトウェアに導入し，立体構築した
顎骨の画像上で，インプラントの埋入位置・方向・サイズを決定する（インプラント埋入シミュレーショ
ン）方法が主流となりつつある．そして，このシミュレーションによって決定されたインプラントの位
置情報は，３Dプリンタ等で造形されるサージカルガイドによって口腔内に再現され，フリーハンドよ
りも正確な手術を可能としている．さらに，ダイナミックナビゲーションによる，手術支援システムの
臨床応用も進みつつある．さらにシミュレーション診断は，インプラントのみならず，矯正治療にも応
用されはじめ，すでに臨床の現場で活用されている．
　一方，補綴装置の製作については，口腔内スキャナーを用いた光学印象採得システムが普及の過程に
あり，本システムの適用によって新たな技工のデジタルワークフローが確立されつつある．ここでは石
膏模型を介さず，画像データ上での技工操作が可能なるため，技工物製作に関する情報を歯科医師と歯
科技工士がインターネット上で，より迅速かつ密接に共有することができる．現状では精度の問題等，
解明・解決すべき課題も少なくないが，インプラントの印象採得については，印象材に起因する問題を
回避することができるメリットがあり，今後の臨床応用が期待されている．
　歯科材料の分野では，強度と審美性のバランスに優れるセラミック系修復材料が日々開発され，臨床
応用されつつある．とりわけジルコニア材料の発展は目を見張るものがあり，対合歯の咬耗に関する臨
床データも報告されるようになり，その優位性が期待されている．本学術大会では，各領域のエキスパー
トに臨床応用の実際を報告いただき，その内容を会員の先生方と検証していきたい．

略　歴
1993年	 東京医科歯科大学歯学部歯学科卒業
1997年	 東京医科歯科大学大学院歯学研究科修了
1997年	 東京医科歯科大学歯学部附属病院　医員
1999年	 ハーバード大学マサチューセッツ総合病院　研究員
2001年	 東京医科歯科大学大学院インプラント・口腔再生医学　助教
2009年	 岩手医科大学歯学部口腔インプラント学科　准教授
	 岩手医科大学附属病院　口腔インプラント科　診療部長（併任）
2012年	 岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座　教授
	 現在に至る
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セラミック補綴と接着の現状

矢谷　博文（�大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座クラ
ウンブリッジ補綴学分野）

座長　疋田　一洋（�北海道医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系デジタル歯科
医学分野）

特別講演１

CAD/CAM技術の発展に伴う最近の歯冠補綴用新素材の進歩には目覚ましいものがある．現在用い
られているメタルフリーの歯冠補綴材料だけでも，長石系セラミックス，リューサイト強化型セラミッ
クス，二ケイ酸リチウム含有セラミックス，ガラス浸透型アルミナ/ジルコニア，高密度焼結型ジルコ
ニア/アルミナ，高透光性ジルコニア，CAD/CAM冠用コンポジットレジンなど枚挙に暇がなく，これ
に従来から歯冠補綴に用いられてきた貴金属，非貴金属材料を加えると歯冠補綴用材料の選択肢は，現
在きわめて広いものとなっている．
審美歯冠補綴装置は歯科用接着材の使用が前提となった技術であるが，ここで注意しなければならな
いのは，単に歯科用接着材を用いればそれでよいというものではないということである．歯科用接着材
が本来もっている性能を十分に発揮させるためには，冠接着に際して支台歯および冠内面の前処理を行
うことが必須である．歯冠補綴材料ごとに最適の接着前処理は少しずつ異なっていることから，臨床家
はこれら多岐にわたる材料を用いた歯冠補綴装置の接着に際して前処理を適切に選択する必要があり，
臨床家にとってその選択は必ずしも容易でない臨床ステップであることは否めなかった．このことから，
最近ではこの前処理用プライマーの多機能化（マルチパーパス化，ユニバーサル化ともよばれる）が進
んできている．すなわち，従来別々に用いられていた歯冠補綴材料（メタル，ポーセレン，ジルコニア，
コンポジットレジンなど）に対する前処理をすべて 1液で済ませることのできるプライマーが発売され
ているが，現在のところこれらのプライマーが信頼性の確認された従前の接着材と同等の成績を収める
ことができるかどうかは不明である．
本講演では，セラミック補綴を成功に導くための要点について，特に接着技法をいかに適切に行うか
に重点をおいて述べる予定である．
　トピックス：CAD/CAM，セラミックス，接着技法

略　歴
1980 年	 大阪大学歯学部卒業
1984 年	 広島大学大学院歯学研究科単位習得退学
1984 年	 広島大学歯学部附属病院助手
1985 年	 岡山大学歯学部附属病院講師
1987 年	 岡山大学歯学部助教授
1996 年	 米国ケンタッキー大学歯学部Orofacial Pain 	
	 Center 留学（〜 1997 年）
2000 年	 岡山大学歯学部教授
2003 年	 大阪大学大学院歯学研究科教授

学会活動
日本接着歯学会　理事長（認定医）
日本補綴歯科学会　元理事長，支部長（関西支部）
（指導医，専門医）
日本顎関節学会　常任理事（指導医，専門医）
日本口腔顔面痛学会：顧問（指導医，専門医，認定
医）
日本歯学系学会協議会：常任理事（企画担当）　	
など多数
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現在のCAD/CAM臨床と今後の展望

三浦　宏之（�東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科摂食機能�
保存学分野）

座長　末瀬　一彦（（一社）日本デジタル歯科学会理事長）

特別講演２

今日，歯科医療の中で，CAD/CAMシステムの発展は驚くほどの進歩を遂げている．加工精度の向
上により，適合の良い補綴装置を容易に作製することができるようになった．CAD/CAMシステムを
応用したジルコニアによるオールセラミック修復が行われるようになり，ブリッジを含めたメタルフ
リー修復による審美修復の可能性も大いに広がってきた．以前は夢の世界であった，CAD/CAMによ
る補綴装置の製作が，高精度で実現できるようになり，クラウン，ブリッジ等の補綴装置の製作法は，
今から約半世紀前にバンドクラウンから鋳造冠に代わった昭和 30 年代に次ぐ，一大変革期を迎えてい
る．一方，CAD/CAMは工業的に均一に作られたブロックを削り出して修復装置を作製するために，
材料が持つ本来の優れた物性をそのまま引き継いだ補綴装置を作ることができるという大きな利点があ
る．

CAD/CAM用のブロックも様々なものが提供されるようになり，高透光性ジルコニアやマルチレイ
ヤージルコニアブロックも開発され，フルジルコニア修復の適応範囲も広がってきた．さらに，硬質レ
ジンを用いた小臼歯部 ,下顎第一大臼歯の CAD/CAMクラウンが保険に導入され，患者の選択肢も増
えてきている．
インプラント治療においても，CTから得られた DICOMデータと光学印象によって得られたデジタ
ルデータを融合することでシームレスにインプラントの埋入から上部構造の設計までのプランニングを
行うことが可能になった．CAD/CAMや 3Dプリンタによるサージカルガイドの作製や上部構造の製作
も行える．光学印象用の機器も様々なものが使用可能となり，システムのオープン化も進んできている．
そこで，本講演では現在の CAD/CAM臨床と今後の展望についてお話をさせていただきたい．

略　歴
1980 年	 東京医科歯科大学歯学部卒業
1986 年	 東京医科歯科大学大学院博士課程修了
1987 年	 �東京医科歯科大学歯学部歯科補綴学第 2

講座助手
1989 年	 �ドイツ連邦共和国チュービンゲン大学補

綴科留学
1999 年	 �東京医科歯科大学歯学部歯科補綴学第 2

講座教授
2000 年	 �東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究

科摂食機能保存学分野教授

学会活動
日本デジタル歯科学会副理事長
日本補綴歯科学会専門医，指導医，評議員
日本接着歯学会代議員
日本歯科審美学会代議員
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デジタル歯科は将来臨床で何を変えることが
できるのか？

梅原　一浩（�医療法人審美会　梅原歯科医院）

座長　宮崎　　隆（昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門）

教育講演『デジタル歯科の未来を探る』

近年，歯科領域においてデジタル化が進み，われわれの日常臨床は大きく変化してきている．診査・
診断は，3次元の CBCTデータ（DICOMデータ）を利用することで，インプラント治療や埋伏抜歯を
はじめとする口腔外科手術も安全に行うことができるようになった．矯正領域では，今まで 2次元のセ
ファログラムから診査・診断してきたが，広範囲で低被爆な CBCT撮影により 3次元的な矯正分析も
行えるようになっている．補綴領域においては，口腔内スキャナや CAD/CAMシステムも精度が向上し，
デジタル化された補綴装置の作製が日常臨床に導入されている．また，記録した顎運動データ（XMLデー
タ）をソフトウェア上のバーチャル咬合器に反映させることで，限界運動だけでなく，咀嚼運動におけ
る咬合接触関係を解析し，干渉の少ない補綴装置の作製も可能となっている．デジタル化はもはや臨床
で欠かすことのできないツールとなった．将来は，3Dプリンターの導入や 3Dカメラで撮影した 3D画
像データ（objデータ）を反映させ，MR（Mixed Reality：複合現実）による現実世界と仮想世界を融
合させた世界を創ることで，立体的な術前診査や術前シミュレーションができるようになり，外科手術
のナビゲーションや臨床教育にも応用されるようになるだろう．
さらに，われわれが行った治療内容と治療結果を記録し，治療過程におけるデジタル解析が進めば，
治療の成功率を高めることができ，その結果，少ない経験年数でもベテランの歯科医師と同じ視点で治
療計画を立て，治療することが可能になるに違いない．
今後の臨床は，1歯単位から 1頭頸部単位へ，そして，全身単位の治療へと変わっていくであろう．
しかし，一方で高額な機器を導入する場合，新機種やモデルチェンジへの対応策や機器を買い足す毎に
発生する年間合計保守料等を考えると，常に最新の機器に買い換えることができないという問題点も抱
えている．
そこで今回は，デジタル化に対応した臨床の現状と課題を取り上げるとともに，デジタル歯科の未来
について考察する．

略　歴
1988 年	 	 東京歯科大学卒業
1993 年	 	 �東京歯科大学大学院歯学研究科

（歯科補綴学第 2講座）修了
1993 〜 1994 年	 �ペンシルベニア大学歯学部歯周補

綴学講座留学
1994 年〜	 �青森県弘前市　梅原歯科医院勤務
1995 〜 2000 年	 �東京歯科大学第二専修科（歯科保

存学第 2講座）

2002 年〜	 �東京歯科大学クラウンブリッジ補
綴学講座　非常勤講師

2014 年〜	 �慶應大学医学部歯科・口腔外科学
教室　非常勤講師

2015 年〜	 �岩手医科大学歯学部　補綴・イン
プラント学講座　非常勤講師

	 	 現在に至る
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デジタルデンティストリーの近未来

馬場　一美（�昭和大学歯学部歯科補綴学講座）

座長　宮崎　　隆（昭和大学歯学部歯科保存学講座歯科理工学部門）

教育講演『デジタル歯科の未来を探る』

近年のデジタル制御工学・情報工学の加速度的な発展は，様々な面で国民生活にインパクトを与えて
きた．医療の進歩においてもデジタル技術は中核的な役割を担ってきたが，特に歯科領域ではデジタル
技術を用いたイノベーション，すなわちデジタル・デンティストリーが，医療技術の向上だけでなく歯
科医療のワークフローを根本的に変えつつある．
例えば，模型を利用した間接法を基盤とした歯科治療は長らく修復治療や補綴歯科治療の中心的な役
割を担って来たが，既に通常の歯冠修復において，模型製作は必須ではなくなっており，モデルレスの
ワークフローへ流れが加速している．口腔内スキャナーとモノリシック・ジルコニアの活用によるとこ
ろが大きいが，それ以外にもさらなる技術革新を経て，近い将来，モデルレスのワークフローが標準と
なると予想される．
さらには，医療情報のデジタル化により様々な種類の情報を統合活用できるようになった．例えば， 

CTデータとスキャニングによる STLデータの統合活用はインプラント埋入シミュレーションの精度を
格段に向上し，さらに咬合力や骨質データを組み込んだ力学解析も試みられている．また，運動データ
と組み合わせることによって，機能的な咬合面形態をデザインすることも可能である．下顎運動と咬合
面形態との関連については， 1980 ～ 90 年代に補綴分野で盛んに行われた研究領域であり，その成果が
数十年の時を経て結実することを期待して止まない．
最後に，デジタル化により様々な医療情報を空間的制限なく保存，データベース化することが可能に
なったが，その合理的活用が今後の展開の KEYである．
本講演ではデジタル・デンティストリーの近未来と題して，上記の 3つのトピックについて考察する
予定である．
トピックス：CAD/CAM,　デジタルワークフロー，ジルコニア，光学印象，ビッグデータ

略　歴
1962 年	 広島県生まれ（2月 22 日）
1986 年	 東京医科歯科大学歯学部卒業
1991 年	 �東京医科歯科大学大学院修了（歯学博士）
1993 年	 �東京医科歯科大学歯学部　助手（歯科補綴

学第一講座）
1996 年	 文部省在外研究員米国UCLA
2002 年	 東京医科歯科大学 講師
2007 年	 昭和大学歯学部歯科補綴学　教授
2013 年	 昭和大学歯科病院副院長

学会活動
International College of Prosthodontists：理事
日本補綴歯科学会： 常任理事（学術委員会）
日本デジタル歯科学会
日本顎口腔機能学会
日本顎関節学会：理事
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スクリュー固定インプラント上部構造作成におけ
る光学印象の活用

夏堀　礼二（�医療法人　夏堀デンタルクリニック）

座長　佐藤　博信（福岡歯科大学口腔医療センター）

シンポジウム１『光学印象のデジタルワークフロー』
	 	 	  （（公社）日本口腔インプラント学会，（公社）日本補綴歯科学会 共催）

インプラント治療は，CT，シミュレーションソフト，ガイドサージェリー，ナビゲーションシステ
ムなどデジタル技術の応用により，診断から埋入手術支援により安全な手術が行われるようになってき
た．また，歯根膜を持たないインプラントにおいては，その上部構造はより高い精度が求められ，従来
法では鋳造やロー着時のエラーのコントロールに非常に高度な技術と慎重さが要求された．しかし今日
では，CAD/CAMの普及により，高い精度のインプラント上部構造が安定的に製作できるようになり，
昨今の貴金属高騰も影響しさらにその需要が高まっている．このように，埋入手術と技工においてはデ
ジタル化が確立されたが，一方で上部構造作製においては未だに従来法に依存している．その中で精度
の高いオーラルスキャナーの登場でようやくフルデジタルワークフローに移行されようとしている．早
くから一部のシステムでは，光学印象・診断・計画・ガイドサージェリー・上部構造印象・完成までの
フルデジタルワークフローが整備され実践されているが，従来法に比べ精度や柔軟性が劣るという欠点
も表面化してきている．特に 2～ 3歯程度のセメント固定の上部構造では，現在普及している光学印象
の精度レベルで応用可能とされながらも，多数歯症例やより高い精度の求められるスクリュー固定上部
構造では，従来法の精度は得られていないのが現状である．
そこで，今回は光学印象を用いたスクリュー固定上部構造のデジタルワークフローを示し，従来法で
も採得するベリフィケーションインデックス模型を用い精度の補償を行う方法を紹介し，現在可能な製
作法と直面している技術的限界と問題点を考察したい．

略　歴
1986 年　岩手医科大学歯学部卒業
1992 年　八戸市開業
現在に至る

所属学会
日本臨床歯周病学会
日本補綴歯科学会
日本デジタル歯科学会
日本口腔インプラント学会　専門医

日本顎咬合学会　認定医
AAP
AO
EAO

所属スタディグループ
3D アカデミー　顧問
OJ　特別顧問
NPC　副会長
Club22　会員
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一般歯科診療における光学印象のワークフロー

北道　敏行（�きたみち歯科医院）

座長　佐藤　博信（福岡歯科大学口腔医療センター）

工業界では当たり前である CAD/CAM技術が，われわれ歯科界でも日常臨床に応用される時代がやっ
てきた．歯科界においては，CEREC systemが歯科臨床に登場したのが約 30 年前である．われわれは
人体に CAD/CAMを使用するという特異性から極めて慎重にならざるを得なかった．しかし，技術革
新とマテリアルの進化，各社チェアサイド CAD/CAM systemの登場により，CAD/CAMの使用が一般
的なものとなりつつある時代と考える．
現在歯科臨床において歯冠修復，デンチャー，インプラント，矯正治療にまで CAD/CAMテクノロジー
が浸透しつつある．今現在最も使用頻度が多いのは歯冠修復分野あろう．また，近年においてはチェア
サイド CAD/CAMの発展型であるネットワークタイプも登場してきた．ネットワークタイプはポータ
ルサイトを経由し，歯科技工所とデジタルデータのみでのやり取りを行うが，今までのアナログ模型は
基本的に存在せず光学印象データのみでのやり取りとなる．両タイプとも臨床の成功を大きく左右する
因子として光学印象の正確性である．光学印象の良し悪しは撮影のみで決定されない．むしろカメラの
準備時間のような基本的な事項に始まり，歯科医師，歯科衛生士，歯科助手の熟練度が大きく左右する．
臨床的な手技に関しても，歯肉のコントロールに始まり，形成，歯肉圧排の有無，口腔内乾燥状態，補
助的な機材や材料の使用の有無など様々な要素が関与してくる．『デジタル』と総称されるが口腔内で
IOSを使用し光学印象を採得するといった印象手技がデジタルなだけであって，診療の本質的な部分は
アナログ印象手技となんら変わらないことを忘れてはならない．
今回はわれわれ歯科医師が日常一般診療においてチェアサイドで IOSを使用するにあたり，われわ
れ歯科医師が注意すべき事項，スタッフが注意しないと上手くいかない事項を当院の日常臨床に沿って
お話しする．先生方のデジタル印象の一助となることを願う．

略　歴
1996 年	 明海大学歯学部卒業
	 明海大学病院第一口腔外科勤務
2000 年	 北道歯科医院開業
2011 年	 �国際コンピューター歯科学会公認　国際

セレックトレーナー
2012 年	 日本臨床歯科CADCAM学会関西支部長
2013 年	 国立大学法人　広島大学非常勤講師
2016 年	 日本臨床歯科CADCAM学会理事
2018 年	 国立大学法人　広島大学客員講師

資　格
（株）モリタセレックインストラクター
白水貿易株式会社　VITA社セレックインストラク
ター
ULTRADENT JAPAN株式会社プロダクトアドバ
イザー

シンポジウム１『光学印象のデジタルワークフロー』
	 	 	  （（公社）日本口腔インプラント学会，（公社）日本補綴歯科学会 共催）
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デジタルデンティストリーで変わる臨床の未来像

北原　信也（�TEAM東京ノブレストラティブデンタルオフィス）

　今世紀における歯科革命とも言われるデジタルデンティストリーの潮流は世界に拡がりを見せてい
る．これは特別なことではない．日常生活の中ではすでにデジタル化は当たり前，昨今では AI（人口
知能）があらゆる分野のキーワードとなっている．そんな世界的なデジタル化の波が，われわれ歯科界
にも大きな変革をもたらそうとしているのである．
　現在の歯科治療はテクノロジーの発展の恩恵を受けることなく，いまだにアナログが主流である．特
に日進月歩の医療分野でのデジタル化は，われわれ医療者側だけでなく患者へも様々なメリットをもた
らすと考えられている．特に昨今の最新のマテリアルであるジルコニアを使った補綴治療は現在 CAD/

CAMでのみ製作することができる．すなわちラボサイドではすでにデジタル化が始まっている．一方
でわれわれチェアサイドではようやく光学印象装置（口腔内スキャナー）の市場が活性化し始めたばが
りで，シリコンなどの印象材を使った “印象” という患者の苦痛が今まさに解放されようとしている．
ただ，まだまだ始まったばかりのこの CAD/CAMシステムは，デジタルデンティストリーにおける入
り口にすぎない．
　今回，私はデジタルデンティストリーの全体像を想像しつつ，一体どこに向かうのか？マテリアルか
らワークフローに至る，臨床の未来像を考察してみたい．

略歴・所属
1989 年　日本大学松戸歯学部卒業
1992 年　北原歯科医院開院
2000 年　ルウミネッセンス開院
2003 年　銀座ノブデンタルオフィス
2007 年　シンガポールライセンス取得
	 TP Dental Surgeon　非常勤
2012 年　銀座ノブデンタルオフィス移転
	 �東京八重洲にTEAM東京 ノブレストラ

ティブデンタルオフィス開院
2014 年　�シンガポール　Asia Healthcare Dental 

Centre 非常勤
	 日本大学歯学部兼任講師　
	 昭和大学歯学部兼任講師　
	 日本大学松戸歯学部兼任講師

学会活動
日本歯科保存学会専門医
日本歯科審美学会認定医
日本歯周病学会
日本接着歯学会
日本歯科理工学会　
日本顎咬合学会

座長　佐藤　博信（福岡歯科大学口腔医療センター）

シンポジウム１『光学印象のデジタルワークフロー』
	 	 	  （（公社）日本口腔インプラント学会，（公社）日本補綴歯科学会 共催）
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Digitally Guided Dental Therapy
─ Digital Workflows using Intra-oral Scanner; TRIOS 3 ─

植松　厚夫（�ウエマツ歯科医院）

座長　佐藤　博信（福岡歯科大学口腔医療センター）

　CAD/CAMシステムが歯科治療に応用されるようになり，精度の高い補綴治療を行うことが可能に
なってきているが，印象採得した石膏模型を卓上スキャナーでスキャニングして補綴物をデザインする
までに，印象材の変形，石膏模型の硬化膨張，石膏模型のスキャニングの三段階で変形を起こす可能性
があることは周知の通りである．
　そこで，石膏模型のスキャニングに代わって口腔内スキャナー（Intra-oral Scanner：IOS）を用いて
ダイレクトに口腔内の情報をコンピュータへ取り込む光学印象が登場し，変形要因が減少しただけでな
く，光学印象の高精度な 3Dデータを活用することによって，患者の口腔内のリアルなデータをカラー
で外に取り出すことが可能となり，歯科治療にデジタルを用いた新たな治療順序と術式が必要になって
きている．
　光学印象時の精度に影響を与える要因としては，1.デジタル装置，2.スキャニングテクノロジー，3.口
腔内環境（血液，唾液，口腔外の光），4.スキャニング方法，5.データの送信過程，6.CAD段階の変換
エラーなどが報告されており，口腔内の状態を光学印象して活用する上で考慮すべき点であり，デジタル
歯科治療のデータとして重要な正確性（accuracy）と精細度（precision）に大きく影響する部分でもある．
　デジタル化によって，Cone Beam CT （CBCT），IOSなど三次元で正確かつ精度の高いデータを，そ
の治療目的に合わせて統合させる様々なソフトウェアが開発され進歩・発展してきており，その必要性
に応じて診療室だけでなく他に存在するソフトウェアへ患者データが 3次元立体画像で瞬時に移動でき
る時代になりつつある．
　また，いままで解析不可能であった部分も術前診査の段階で，軟・硬組織に実際に着手する前の段階
から正確なシミュレーションができると同時に不必要な処置を事前に省くことが可能となり，最も侵襲
の少ない治療計画（Minimally Invasive Treatment；MI）に沿ってMI治療を遂行することができるよう
になった．今回は，現時点での口腔内スキャナーを用いたデジタルワークフローに関して臨床的な使用
感を含めてお話ししたいと思う．
略　歴
1985 年　神奈川歯科大学卒業；歯周病学教室助手
1989 年　�ハーバード大学歯学部留学（クリニカル

フェロー）
1993 年　植松歯科医院開設（横浜市港北区）
2008 年　博士号取得（歯学博士；歯根膜の研究）
2008 年　シンガポール歯科医師免許取得
2009 年　ウエマツ歯科医院開設（二子玉川）

学会活動
日本臨床歯科医学会 東京支部理事
総合インプラント研究センター 理事
顎咬合学会 専門医
日本口腔インプラント学会 専門医・指導医

シンポジウム１『光学印象のデジタルワークフロー』
	 	 	  （（公社）日本口腔インプラント学会，（公社）日本補綴歯科学会 共催）
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デジタル技術を用いた下顎骨再建術

山田　浩之（�岩手医科大学歯学部口腔顎顔面再建学講座　�
口腔外科学分野）

座長　金田　　隆（日本大学松戸歯学部放射線学講座）
　　　小川　　匠（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）

シンポジウム２『歯科治療における新たなデジタルワークフロー』
	 	 	  （（特非）日本歯科放射線学会 共催）

腫瘍切除や外傷などによって下顎骨の連続性が失われると，咀嚼機能をはじめとする顎口腔機能が相
応に障害される．また，下顎の患側偏位や顔面の陥凹などによる整容的障害も必発する．このような下
顎骨欠損に対する最近 20 年間の治療の主力は，やはり血管柄付きの自家骨（腸骨，腓骨，肩甲骨）移
植である．
しかしながら，これらブロック骨による再建では，下顎骨の 3次元的形態を正確に再現したり，最終
的な補綴治療を見据えた再建骨の形態を自由に設定することは困難である．一方，このようなブロック
骨による下顎骨再建の困難性を解決するために，Dumbachらは，下顎骨の外形を模した既成のチタン
メッシュトレーと自家腸骨海綿骨骨髄細片（PCBM）を用いた下顎骨再建を開発した．しかしながら，
既成品である Dumbachのトレーは，下顎臼歯部から下顎枝に至る直線的な欠損にはきわめて有用であ
るが，オトガイ部を含む欠損の場合には，トレーと残存骨の適合に困難を伴うことが少なくなかった．
そこでわれわれは，CAD/CAMの技術と歯科技工の技術を駆使することで，個々の患者の元来の下顎
骨の外形を持ち，最終的な歯科補綴治療を念頭に置いた 3次元的形態を付与したカスタムメイド・チタ
ンメッシュトレーを作製し，下顎骨再建に用いている．
本法の最大の利点は，再建下顎骨の形態を自由に設定することができることである．実際の臨床では，
カスタムメイド・チタンメッシュトレーに術後の補綴治療を念頭に置いた形態を付与するとともに，患
者自身の本来の下顎骨の外形をほぼ忠実に再現することができる．その結果，トップダウントリートメ
ントの概念に則った術後の補綴治療は順調に進み，術後の顔貌に対する満足度も概ね良好であった．ま
た，本法には特別な外科的手技が不要であり，移植骨採取部位の障害が小さいことも大きな利点となっ
ている．本講演では，このカスタムメイド・チタンメッシュトレーと PCBMを用いた下顎骨再建術の
臨床的有用性について紹介する．

略　歴
1991 年　東北大学歯学部卒業
1994 年　�鶴見大学歯学部　助手（口腔外科学第 1

講座）
2005 年　�鶴見大学歯学部　助手（口腔病理学講座）
2009 年　�鶴見大学歯学部　講師（口腔外科学第 1

講座）

2015 年　岩手医科大学歯学部　准教授
	 �（口腔顎顔面再建学講座 口腔外科学分野）
2016 年　岩手医科大学歯学部　教授
	 �（口腔顎顔面再建学講座　口腔外科学分野）
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デジタルはインプラント治療のワークフローを
どう変えるか

月岡　庸之（�医療法人庸明会　つきおか歯科医院）
座長　金田　　隆（日本大学松戸歯学部放射線学講座）
　　　小川　　匠（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）

歯科治療における近年のデジタル化は著しく目を見張るものがある．特にインプラント治療において
は，歯科用 CBCTの急速な普及拡大に伴いデジタル化されたデータを扱う局面に多く遭遇するように
なった．インプラント治療は診査診断，治療計画，外科的処置，補綴処置，メインテナンスといった一
連の工程を経て行くもので様々なデータを集積して行く必要がある．
デジタル歯科の黎明期には，これらの工程に対しそれぞれのデータをデジタル化して行く事で作業の
効率化を図ったが，一連した流れとなるとそれぞれに関連性を持たせることは困難であった．
特に補綴物の作製に関しては早期にデジタル化が導入されたこともあり，単独での進化が著しく現在
でも CADと CAMの双方でデータ使用のクローズとオープンのシステムが乱立している状態である．
また DICOMデータとスキャンデータ STLの融合がもたらす，診査診断の情報が正確に外科および補
綴治療に直接結びつくいわゆるデジタルサージガイドのシステムも進歩を遂げた．
しかしながら，これらのシステム上でデジタルデータのみを用いて従来の精度に匹敵するすべての補
綴物を作製することは未だ困難であるため，データの連続性を持たせるため共通の素材としてアナログ
印象と模型を多用しなければならなかった．同時にこれは患者にとっては忍耐の多い治療工程であり同
時に医院およびラボにとっても負担の大きいものであった．
近年口腔内スキャナーの発展により，歯のみならず歯肉など軟組織のデータもデジタル化できるよう
になり，アナログ模型作成の必要機会は減少した．それに伴い現在治療工程の大部分はデジタルデータ
の連続性が取れるようになった．無論現状は未だ，使用する機器やソフトの能力によりデータの互換性
や構築に制限があり，臨床の現場ではケースに応じて機器を使い分けしているのが事実である．重要な
ことはこれらデータの連続性を最大限確立し治療を効率的に構築する方法を将来に向け構築することで
あり，それを実行できる環境の整備である．今回は，これらのデータの集積方法とその利用，および連
続性の確保についてまとめ考察し今後のデジタルワークフロー発展の一助とする．

シンポジウム２『歯科治療における新たなデジタルワークフロー』
	 	 	  （（特非）日本歯科放射線学会 共催）

略　歴
1988 年	 日本大学松戸歯学部卒業
1988 年	 日本大学医学部歯科口腔外科教室入局
1999 年	 �医療法人庸明会つきおか歯科医院　理事長
2013 年	 �日本大学松戸歯学部放射線学講座　兼任講

師
2014 年	 日本大学松戸歯学部　臨床教授

資　格
日本口腔インプラント学会　専門医
日本歯科放射線学会　認定医
ITI Fellow
ITI Study Club, Packs Tokyo Director
CID Club 理事
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矯正臨床におけるデジタル・シミュレーション

槇　宏太郎（�昭和大学歯学部歯科矯正学講座）

座長　金田　　隆（日本大学松戸歯学部放射線学講座）
　　　小川　　匠（鶴見大学歯学部クラウンブリッジ補綴学講座）

矯正歯科領域においても，外科矯正診断時の 3D画像や実体模型を用いたシミュレーションから，一
般的な矯正治療における歯の移動のシミュレーションまで，様々な技術が導入されている．最近では，
CAD/CAMを用いた実際の治療装置も広く臨床で用いられている．これらは，コンピュータ処理能力
の向上，CBCTや光学印象などのデジタル診断機器の進歩，市場の要求によるコスト低減の必要性，な
どにより，さらに普及するものと思われる．
しかし，シミュレーション技術は，実際の結果との厳密な比較結果をもってその精度を認識されるべ
きであり，使用者たる歯科医師は，利点ばかりではなく，その限界についても正しく理解しておく必要
がある．そして，この「シミュレーションの限界」は，生体情報のすべてをデジタル化することが困難
であることに起因している．とくに，機能情報を装置の設計や治療計画の立案に包含できない点は，治
療結果に大きな影響を及ぼすような致命的な欠点となる場合もある．
本講演においては，1980 年代より当講座において用いて来たシミュレーション技術の変遷を紹介し，
デジタル・シミュレーションの問題点について明らかにしたい．そして，その上で，今後の研究の進む
べき方向としてのバイオメカニカルなシミュレーション技術の必要性について述べたいと考える．
紹介内容
1）外科矯正シミュレーション：コーンビーム X線画像情報を用いた 3次元シミュレーションの結果
2） 3 次元顎運動解析装置を用いた顎運動シミュレーション：コーンビーム X線 3D画像と非接触型運
動解析装置による顎運動の再現

3） CAD/CAMを用いた矯正治療シミュレーション：矯正治療のシミュレーションと可撤式装置の製作，
その臨床応用

4） ロボットを用いた臨床技能訓練シミュレーション：ロボット技術を用いた模擬患者の作製と学生教
育における応用

5）次世代のシミュレーション：リアルタイム力学解析を用いたシミュレーション

略　歴
1989 年	 �昭和大学大学院・歯学研究科修了（歯学博士）
1995 年	 �昭和大学歯学部・講師（歯科矯正学講座）
1998 年	 �UCSF（カリフォルニア大学サンフランシ

スコ校）客員教授
2003 年	 �昭和大学歯学部主任教授（歯科矯正学講座）
2011 年	 バーゼル大学客員教授

2013 年	 早稲田大学理工学術院客員教授
	 	 昭和大学歯科病院長

学会活動
日本矯正歯科学会　認定医，指導医，専門医，理事
日本顎変形症学会　理事
日本口蓋裂学会　理事

シンポジウム２『歯科治療における新たなデジタルワークフロー』
	 	 	  （（特非）日本歯科放射線学会 共催）
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The new concept of esthetic digital implant 
dentistry!

山下　恒彦（�デンテック インターナショナル株式会社）

座長　齋木好太郎（ラボラトリー・オブ・プリンシピア）

シンポジウム３『デジタル技工の最前線』
	 	 	  （（一社）日本歯科技工学会 共催）

現在，歯科界の各分野ではデジタル化のビッグバンが起こっており，その余波は当然この分野でいち
早く導入を行って来たインプラントデンティストリーにも大きな影響をもたらしている．そして，イン
プラント治療のデジタル化が推進された事により，患者の外科的侵襲の軽減（M1 コンセプト），治療
期間の短縮等の優位性が各治療ステップで確認されるようになって来ており，デジタルテクノロジーを
駆使し，安全且つ高精度な治療を達成して来た事で，患者に対して更に身近な治療として受け入れられ
るようになって来た．
この流れは，インプラント治療の中でも特にデジタル化を先行し導入してきた外科並びに補綴分野に
おいて顕著に現れており，その治療ステップとして術前の外科ならびに補綴設計段階で，DICOMデー
タや，診断用デジタルワックス アップの STL画像等をマリアージュし，まず 3Dデジタル診断ツール
を使用し，サージカルガイドを製作する．そのガイドを元にインプラント埋入外科を行い，その後プロ
ビジョナルレストレーションを口腔内に装着する．数カ月の経過観察後，口腔内スキャナーとスキャン
ボディを使用しデジタル印象採得を行い，そのデータを元に最終補綴物製作へと移行する．これらの治
療ステップを正確に遂行することで，設計初期段階で描いていた最終治療結果に限りなく近い状況を再
現できる事が可能となって来ている．
また，審美領域におけるインプラント補綴においても，これまで Soft Tissue Discoloration等の審美
障害も新たな使用材料の開発や補綴デザインの改良で解決されるようになってきた．そして，口腔内ス
キャナーの精度もデータ取得スピードも格段に上昇し，スキャンボディ等の開発でインプラント補綴の
印象採得も以前の方法とは比べものにならないほど安易になり，デジタル技術を応用することで患者の
苦痛を軽減することに成功した．
これらにより益々患者のニーズに沿った患者ファーストの治療方法が選択出来る様になってきてい
る．これら一連の治療の流れから本講演では CAD/CAMテクノロジィーを用いた最新のインプラント
補綴コンセプトをその種類，デザイン，そしてインプラント補綴のために開発された新しい材料等も交
えて詳しく解説していきたい．
略　歴
1984 年　大阪歯科学院専門学校　卒業，渡米
1988 年　�大阪セラミックトレーニングセンター　修了，

米国 DenTech International, Inc. 開業
1991 年　�デンテックインターナショナル㈱　大阪

開業
1995 年　�UCLA歯学部 顎顔面インプラント補綴科

研究員
1999 年　USC歯学部生涯研修科専任講師
2012 年　�USC 歯学部生涯研修科日本代表

所属・認定医等
Academy of Ossteointegration
American Prothodontic Soceity
OSCSC
Pacific Coast Soceity of Prothodontic
OJ 常任理事，日本デジタル歯科学会理事
日本歯科技工士会　認定講師
日本顎咬合学会（指導歯科技工士）
日本歯科審美学会，日本補綴歯科学会
日本口腔インプラント学会，日本歯科技工学会
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ジルコニアの透光性と審美性

伴　　清治（�愛知学院大学歯学部歯科理工学講座）

座長　齋木好太郎（ラボラトリー・オブ・プリンシピア）

デジタル技工用材料，すなわち CAD/CAM用材料は加工システムとの組み合わせにより，多種多様
な材料が活用されており，ジルコニアがその中核をなしている．そして，ジルコニアの種類は年々増え，
関連する材料・器械も充実し，その選択に苦慮する事態となっている．しかも，この分野の変化はきわ
めて激しく，最新情報を常に把握しておく必要がある．とくに，ジルコニアの審美性を高めることは最
大の関心事である．審美性を高めるためには，陶材前装，切削後の着色液（内部ステイン）への浸漬お
よび塗布，最終焼成後の表面ステインおよびグレーズ，プリシェードおよび積層ディスクの使用，蛍光
性の付与，さらにこれらの複合などがある．どの方法を採用するかは，ジルコニアの透光性に大きく依
存する．
強度は高いが透光性は不十分である従来型ジルコニア（3Y-HA）は陶材前装しなければならない．し
かし，陶材は強度が低く，チッピングが危惧されるだけでなく，陶材の厚みを確保するため歯質削除量
が多くなるという欠点を有している．一方，強度は少し劣るが透光性は高い高透光性ジルコニア（3Y
～ 5Y）は，陶材を前装する必要は無く，他の着色方法の選択が可能である．しかし，咬合面への表面
ステインおよびグレーズは，剥離・摩滅に起因する対合歯の摩耗など耐久性の観点から施すべきではな
い．プリシェードの積層型では，色調だけのグラデーションだけでなく，組成も 3Yから 5Yすなわち
透光性のグラデーションも付与された商品が導入されている．また，焼成前に塗布または浸漬すること
により，その部分のみ焼成後の透光性を改善できる特殊溶液も開発されている．
蛍光性は，ジルコニア自体に蛍光を発する機能が付与された商品が発売され注目されている．従来は
蛍光を付与する物質を含んだ溶液に浸漬，または蛍光物質を含む表面ステインまたはグレーズを被覆す
ることにより達成されていた．さらに，両者を複合することも提案されている．以上，ジルコニアの透
光性に応じた着色と蛍光性の付与を中心に，ジルコニアの審美性を高めるための最新情報を解説したい．

略　歴
1976 年	 	 �名古屋工業大学工学研究科修士課

程　修了
1976 〜 1982 年　株式会社東海理化電機製作所
1982 〜 2001 年　�愛知学院大学歯学部歯科理工学教

室（助手，講師）
1988 〜 1989 年　フロリダ大学歯学部客員講師

2001 〜 2003 年　�鹿児島大学歯学部歯科理工学講座
教授

2003 〜 2010 年　�鹿児島大学大学院医歯学総合研究
科教授

2010 年〜	 �愛知学院大学歯学部歯科理工学講
座非常勤講師（教授級）

	 	 現在に至る

シンポジウム３『デジタル技工の最前線』
	 	 	  （（一社）日本歯科技工学会 共催）
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CAD/CAMデンチャーの魅力を探る

大久保力廣（�鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）

デジタルテクノロジーの発展により，コンピュータ支援の補綴装置製作が進化し続けている．すでに
インプラント上部構造やクラウンブリッジでは，チタンやジルコニア，ハイブリッドレジンの CAD/

CAM製作が一般的となり，日常臨床にも広く普及してきた．口腔内スキャナーを用いた光学印象から
の製作精度に関しても信頼性は高まりつつある．
一方，全部床義歯製作への CAD/ CAM応用もアメリカではすでにコマーシャルベースで普及してい
る．当講座では約５年前から三井化学と協力し CAD/CAMデンチャーの臨床応用を進めてきた．南カ
リフォルニア大学で開発された DENTCAシステム（Dentca Inc., Los Angeles）は専用の DENTCAトレー
を使用して，2～ 3回の来院回数で義歯装着を行う新術式である．これまで 20 症例以上に臨床応用し，
従来型義歯とのクロスオーバースタディから，ある程度の患者満足が得られることを確認している．ま
た，トライインデンチャーを用いた CTダブルスキャンによるデジタルリリーフやピエゾグラフィを用
いてデンチャースペースに合致させるデジタル人工歯排列も可能になってきた．何よりも適合精度の大
幅な向上に加え，義歯データが蓄積されることの恩恵は計り知れない．
他方，パーシャルデンチャーでは義歯がフレームワークを包含する複雑な構造のため，フルデジタル
製作は容易ではない．フレームワーク自体はミリングやレーザー積層造形によりコバルトクロム合金や
チタン合金を用いたCAD/ CAM加工ができるようになってきた．パーシャルデンチャーのフレームワー
クに関しては，ミリングより積層造形の方が優位なように思われるが，表面の粗造性が難点である．当
講座では解決策の一つとして，積層造形とミリングをワンプロセスで行うハイブリッド加工に注目し，
現在，実験的な検証を継続している．
本講演では当講座における CAD/CAMデンチャーの現状と臨床応用例を紹介し，デジタル技術を駆
使して製作した有床義歯の深遠な魅力を探ってみたい．

略　歴
1986 年	 鶴見大学歯学部卒業
1990 年	 鶴見大学大学院修了
1990 年	 �鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座　助手
1996 年	 �Baylor College of Dentistry，Visiting 

Scientist
1997 年	 �Baylor College of Dentistry，Assistant 

Professor
2004 年	 �University of Uruguay，Visiting Scientist
2005 年	 �鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座　講師

2009 年	 �鶴見大学歯学部歯科補綴学第一講座　教授
2016 年	 �鶴見大学歯学部附属病院　病院長
2018 年	 �鶴見大学　歯学部長

学会活動
日本補綴歯科学会　理事・指導医
日本接着歯学会　理事・認定医
日本歯科理工学会　監事
日本口腔インプラント学会・指導医
日本顎顔面インプラント学会・指導医

座長　大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）

シンポジウム４『デジタル義歯製作の現在と今後の展開』
	 	 	  （（公社）日本補綴歯科学会 共催）
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全部床義歯製作のCAD/CAM化の過程と
到達点

水口　俊介（�東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯科
学分野）

座長　大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）

IT技術の飛躍的な進歩の恩恵を受け，補綴装置の製作に CAD/CAMが適用されるようになって久し
い．固定性補綴装置では口腔内での光学印象や CAD/CAM技術による補綴装置のデザインと製作が実
用化されており，有床義歯の分野でも CAD/CAM技術によるフレームの製作が実用化され，その品質
も改善され，鋳造より欠陥の少ないレーザーシンタリングによるフレーム製作も実用化されている．全
部床義歯領域でも海外では商業ベースのシステムがいくつも稼働している．義歯製作の CAD/CAM化
によって，従来法では解決できなかった多くの問題が解決される可能性がある．製作工程における情報
伝達は数値データとなり，義歯形態の数値解析の可能性や製作過程での情報伝達エラーの減少，工程自
体の簡素化，使用材料の進歩等が期待できる．さらにはこれらを臨床指導に適用すれば，バーチャル患
者や遠隔医療における貢献が期待でき，義歯の品質のボトムアップにもつながる．しかしながら CAD/

CAM化にはいまだ乗り越えられない問題や CAD/CAM化によって生じる新たな問題も存在する．
全部床義歯は人工歯と義歯床のみで構成されているため，CAD/CAM化には適した対象といえる．
しかしながら構成要素が人工歯と義歯床のみのため，その形態自体に義歯が必要とされる維持，安定と
いった機能的要素と審美性を盛り込まなければならず，それを実現する過程を CAD/CAM化すること
が本質であると考えてきた．今回のシンポジウムでは，これまでわれわれが行ってきた全部床義歯製作
CAD/CAM化の道のりと，進展する超高齢社会における全部床義歯治療に対する CAD/CAM技術の貢
献の可能性について述べたい．

略　歴
1983 年　東京医科歯科大学歯学部歯学科　卒業
1987 年　同大学大学院歯学研究科　修了
1989 年　�同大学歯学部高齢者歯科学講座助手
2001 年　�同大学大学院医歯学総合研究科口腔老化

制御学分野講師，ロマリンダ大学歯学部
Visiting Research Professor

2005 年　�同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯
科学分野助教授

2008 年　�同大学大学院医歯学総合研究科全部床義
歯補綴学分野教授

2013 年　�同大学大学院医歯学総合研究科高齢者歯
科学分野教授

学会活動
日本咀嚼学会理事長
日本老年歯科医学会常任理事
日本補綴歯科学会理事
日本義歯ケア学会副理事長
日本磁気歯科学会理事
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レーザーシンタリング技術はPDをどう変えるか？

渡邉　祐康（�わたなべ歯科）

座長　大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）

デジタルデンティストリーの世界はこの数年で長足の進歩を遂げており，クラウン・ブリッジはもち
ろんフルデンチャーもブロック削り出しの AVADENT，3Dプリンティングの DENTCAなどデジタル
の時代に突入してきている．こうした中クラウン・ブリッジの領域で行われていたレーザーシンタリン
グ技術を 5年ほど前より臨床に応用してきた．
コーヌス外冠フレームをレーザーシンタリング法で作製することで，様々なことが可能となった．従
来，診断用WAX-UP法を用いて最終形態を決定し，カットバック法にて様々な情報を得ていたが，そ
の過程をデジタルで行うことで，容易な修正を行うことが出来る．デジタル上では最終形態からのカッ
トバック量，支台歯の形成量，とくに生活歯においては無駄な切削を避けることができ必要最小限の切
削で形成できる形成ジグも作成可能である．歯の植立方向に合わせて，欠損部の人工歯の配列をアレン
ジすることも可能である．フレーム作成にあたってもメジャーコネクターのイメージや補強部位の確認
など従来は絵に書いて言葉で説明していたものが，3Dイメージとして現物に近い形で確認できること
で，さらに細かい設計も可能である．そして，副模型の必要がなく，レーザー光の焦点を用いるため精
度が高く自由なデザインと高密度な物性による安定した物性を出すことができる．
今回，近未来のパーシャルデンチャー作製において有力な選択肢となりうるレーザーシンタリング法
について実際の症例を交えて紹介する．

略　歴
1995 年	 福岡歯科大学歯学部　卒業
1995 年	 �Norwalk-La Mirada Adult School　入校
1997 年	 沖縄県仲里歯科診療所　勤務
2000 年	 波野村診療所　勤務
2004 年	 わたなべ歯科　開業
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デジタル義歯製作の現状と限界

米澤　　悠（�岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

座長　大久保力廣（鶴見大学歯学部有床義歯補綴学講座）

近年，IT（インフォメーションテクノロジー）が飛躍的に進歩を遂げ，CAD/CAM技術の歯科領域
での臨床応用が現実のものとなり，われわれを取り巻く環境も変化してきている．実際の歯科治療にお
いても検査，治療，歯科技工などにデジタル技術が幅広く応用され，補綴領域においては，クラウンブ
リッジの治療ステップをデジタル技術を用いて行うことが可能となってきている．一方，有床義歯補綴
の領域においては，咬合採得後の人工歯排列や歯肉形成などの技工操作が CADで行えるようになり，
CAMにより義歯を完成させることも可能となってきた．しかし，床義歯製作の全工程を CAD/CAMで
行うことができるわけではない．現状として治療の成功を左右する印象採得や咬合採得は，術者の技術
レベルに大きく依存するため，CAD/CAMの入る余地のないステップである．
われわれはこれまでに口腔内スキャナーを用いた粘膜印象採得の精度について検証し，その臨床応用
が十分可能であることを報告してきた．上記をふまえ義歯製作工程における印象採得や咬合採得にデジ
タル技術を適用することが可能となれば，術者の技術に影響されにくい義歯の製作が可能となると考え
る．さらに，印象材などの歯科材料を口腔内で使用する必要がなくなり，高齢者診療時や在宅診療時に
おける制限環境下での印象採得，咬合採得のリスクを最小限に抑えることができ，安全かつ簡便に診療
を行うことが可能となる．さらに，採得したデジタルデータは永久に保存することが可能で，義歯が長
期間経過し，再製作が必要になった場合の印象用トレーをそのデータから製作することも可能であり，
今までは不可能とされていた臨床手法を活用可能となることも口腔内スキャナーを用い光学印象採得を
行う大きなメリットである．また，完成した義歯をデスクトップスキャナーでスキャンし，デジタルデー
タとして保存する試みをわれわれは行っている．
これにより義歯紛失時に早急に機能回復が必要となる場面において即座に複製義歯を製作することも
可能な上，その複製義歯から咬座印象を行うことも可能である．このような試みを通じ本シンポジウム
では当講座で行ったデジタル技術を応用した義歯製作方法を報告し，今後の可能性を紹介する．

略　歴
2008 年　岩手医科大学歯学部卒業
2009 年　�岩手医科大学歯学部補綴学講座有床義歯

補綴学分野　常任研究員
2012 年　�岩手医科大学歯学部補綴学講座有床義歯

補綴学分野　助教
2013 年　�岩手医科大学歯学部補綴・インプラント

学講座   助教
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ジーシーAadvaについて

木南　良二（�株式会社ジーシー　機械開発部）

座長　舞田　健夫（北海道医療大学歯学部高度先進補綴学分野）

企画講演１（ジーシー）

　弊社は 2000 年に国産歯科用 CAD/CAMシステムとして，「ジーシー GN-I」を発売した．それ以降こ
れまで，歯科に関連する社会的環境や要求の変化への対応に加え，歯科における新たな提案として，
CAD/CAMシステムを「Aadva（アドバ）」へと進化させてきた．
　最新の Aadvaシステムは，保険 CAD/CAM冠をもちろん，ロングスパンのインプラントフレームス
トラクチャーのように製作難易度の高い補綴装置を含め，補綴装置製作をトータルにサポートする
CAD/CAMソリューションとなっている．Aadvaシステムは，ラボユースを想定した模型用スキャナー
や設計用 CADソフトウェア，加工機より構成され，多くの補綴装置製作が可能となる．これらに加えて，
加工センターを利用した精密加工により，複雑化する補綴装置製作のデマンドにもお応えできる．一方，
デジタルデンティストリーにおいては，口腔内スキャナーに代表される新たなキーデバイス，キーマテ
ルアルが登場し，デジタルにより対応可能なシーンの拡大を続けている．
　今回の講演では，最新の Aadvaシステムに加え，口腔内スキャナーへの展開などを含めた弊社の将
来展望についてもご紹介させて頂く．

略　歴
1997 年　株式会社ジーシー入社
2009 年　同社機械開発部 主任開発員
2010 年　同社機械開発部 課長
2013 年　同社機械開発部 部長
2018 年　同社機械開発部CAD/CAM担当部長
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新しい「Trophy Solutions」について
〜 Smart Scan & Milling 〜

檀上　佳希（�トロフィー・ラジオロジー・ジャパン株式会社�
セールス＆マーケティング部）

座長　舞田　健夫（北海道医療大学歯学部高度先進補綴学分野）

企画講演２（ヨシダ）

　デジタルデンティストリーが進歩していく中，歯科医師の方々のニーズも様々になってきており，オー
プンシステムを介して，口腔内スキャナー，CADソフト，ミリングマシン，3Dプリンター等の連携が
広がり選択肢が増加している．
　一方で，歯科医院内で修復物の作製を完結させることができる院内完結型 CAD/CAMシステムへの
ニーズも高まってきている．
　今後，オープンシステム，院内完結システムの両方において重要となるのは，精度の高い印象採得を
口腔内からダイレクトに行うことができる，口腔内スキャナーになっていくことが予想される．
　トロフィー・ラジオロジー・ジャパン社では口腔内スキャナー「トロフィー 3DIプロα」を中心と
した CAD/CAMシステム「Trophy Solutions」をご提案しており，今回は口腔内スキャナー「トロフィー
3DIプロα」を中心に「Trophy Solutions」のラインナップに新たに加わったミリングマシン「トロフィー
カムプロ」を交えてご紹介させていただく．
「トロフィー 3DI プロα」
　高速連射でデータを取得し 3D画像を構築するため，スピーディーな印象採得ができ，高画質な画像
で再現できる口腔内スキャナーである．
　フル HD の 3Dカラー画像は，患者様へのコンサルテーションへの活用も可能である．ユニークなイ
ンテリジェントマッチングシステムを採用することで，一旦スキャンを止めた後の再スキャンも，場所
を選ばず開始することができ，術者に対するストレスを軽減することができる．新たにスキャンガイディ
ング機能を搭載し，スキャン量が不十分な個所を術者に示すこともできる．
　2種類のスキャンチップはオートクレープ滅菌が可能であり非常に衛生的である．
「トロフィーカムプロ」
　ハイパワーのスピンドルを搭載したチェアサイド用の新型ミリングマシンである．
　複数のサイズのバーを使い分けて切削を行うことで，精度の高い修復物の提供が可能である．カービ
ングモードも搭載しておりハイスピードなブロック加工が可能となった．

略　歴
2014 年　�トロフィー・ラジオロジー・ジャパン株式会社�

　セールス＆マーケティング部
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口腔内スキャナーの新たな展開

宮本　康司（�スリーエムジャパン㈱ヘルスケアカンパニー �
歯科用製品技術部）

座長　中村　隆志（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座）

企画講演３（スリーエム）

日本の歯科界に CAD/CAMシステムが導入されて既に久しい．口腔内スキャナーだけを見ても既に
20 年の時間が経過しているが，これまで本格的な普及には到っていなかった．しかし，2014 年に 3M
が国内で初めて口腔内スキャナー単体の薬事承認を「クラスⅡ デジタル印象採得装置」として取得し
て以降，急速に市場に参入するメーカーが増えた．
この流れに伴い，口腔内スキャナーを導入する歯科医院も加速度的に増加している．CAD/CAM冠
が保険に導入されたこともあり，スキャナー・CAD/CAMシステムの普及が進んでいる歯科技工所側
でも，口腔内スキャナーのデータを受け，模型・補綴物を作製する体制が着々と整っており，既に補綴
治療での口腔内スキャナーの使用は，その本格的な波が到来したと考えられる．
3Mの口腔内スキャナーは，①業界最小のワンドサイズによる患者の負担軽減，②高精度スキャニング，
③オープンシステムがもたらす自由な治療フローが選択可能という特徴を持つ．適応症は，インレー・
アンレー・クラウンにとどまらず，ブリッジやインプラント・部分床義歯への使用が，薬事承認でも広
範に認められている（『歯科修復物・歯科補綴物』の作製が可能）．『矯正用途』に関しても，2016 年 11
月にブラケット型矯正装置を，2017 年 10 月に新たにアライナー型矯正装置に対しても薬事承認を取得
した．
本講演では，3Mの口腔内スキャナー「3MTM トゥルー デフィニション スキャナー」を用いた補綴・
矯正の治療について，実際の用途を踏まえて，現在の実力値をご説明する．また導入のメリット，向き・
不向きについて，実際に活用いただいているユーザーの声も交えお話しする．

略　歴
2006 年　スリーエムジャパン株式会社 入社
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デジタルデータ運用の再考．拡大したCEREC
の運用方法

草間　幸夫（�医療法人社団研整会　西新宿歯科クリニック）

座長　中村　隆志（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能再建学講座）

企画講演４（デンツプライシロナ）

世界初のチェアサイド CAD/CAM「セレックシステム」の登場が 1985 年．わが国で「デジタル印象
採得装置」が一般的名称として新設されたのが 2014 年．約 30 年の時を経て，口腔内デジタルデータは
修復物製作のみならず，様々な用途に活用されるに至った．
メーカーオリジナルフォーマットで始まったスキャンデータは，3Dの一般的フォーマット「STL」
でエクスポートされ，広く認知される原動力となった．セレックシステムのようなメーカーが動作・精
度等を検証したシステムを「クローズシステム」と呼称し，STLを使用するシステムが「オープンシス
テム」と必要以上に喧伝された結果が影響しているのか，医療現場で少なからず混乱を来していると耳
にする．すなわち「なんでもできる」はずのオープンシステムが，特定の事にしか使用することができ
ない，デジタル化したのに結果に満足できない等，様々である．
デジタルデンティストリーがさらに発展することは，火を見るより明らかだが，ここで一度われわれ
が使用するデジタルデータについて，整理して考えることが必要ではなかろうか．
どのようなシチュエーションで，どのデータフォーマットを使用することが理想的なのか．決して安
価ではないシステム導入．デジタルデンティストリーのスタートにつまずかないよう，一緒に考えてみ
たい．

略　歴
1979 年　城西歯科大学 卒業
1991 年　�医療法人社団 研整会 西新宿歯科クリニッ

ク開設
2006 年　ISCD CEREC インストラクター
2014 年　日本臨床歯科 CADCAM 学会　会長

学　会
日本デジタル歯科学会　代議員
日本口腔インプラント学会　専門医
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Straumann Group Partners による 
更なるDigital Workflow

山名　一史（�ストローマン・ジャパン株式会社）

座長　鬼原　英道（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

企画講演５（ストローマン）

昨今のデジタル機器，ソフトウェアの開発スピードは更に加速している．デジタル連動における効率
化は，アナログとは大きく違う優位点を持っていることは言うまでもない．例を上げるとすれば，IOS

によるデジタル印象は，印象材，郵送代を不要とし，さらにスピーディなデータ送信を可能とする．ま
たミスを軽減するデジタルデータによる管理ができる．
ストローマン社は今回供覧する Straumann Group Partnersのアライアンス提携により，様々なデジ
タル連動パターンを急速に開発している．本年はミリングマシーンの販売開始に伴い，成田プラントの
センター方式からインハウス，チェアサイド方式への市場へも参入する．また昨今で注目されている
3Dプリンター市場へも参入する．昨年の Trios3（IOS）の販売を皮切りに，デジタル製品に関わる機
器はほぼ網羅することになり，多くのお客様のビジネスニーズに答えることができる体制となる．本日
供覧するＭ，Ｄ，Ｃシリーズはミリングマシーン，Ｐシリーズは 3Dプリンターである．CAI⇒ 

CAD⇒ CAMという Digital Workflow市場が少しずつ拡大していく中，われわれの使命は，ドクター，
テクニシャンの関連性，効率性をフォローアップすることであり，またそれらを如何に精度高く提供す
るかにある．ソフトウェアのオープン化，また様々なデジタル機器が存在する市場における精度の検証
は非常に大切なことであり，われわれはお客様の多くの要望に応えていきたいと思う．
本日は Straumann Group Partnersが成しえる Digital Workflowと新製品の特徴を含めたご説明をさせ
て頂き，IOS，Desktopスキャナー，デザインソフトウェア，3Dシュミレーションソフト，ミリング
マシーン，3Dプリンター，成田プラント，これら弊社が所有，販売するすべてのデジタル連動形態を
ご理解頂くと共に，今後の更なる開発にご期待頂きたい．

略　歴
2008 年	 �ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
2017 年	 �ストローマン・ジャパン株式会社	

プロダクトマネージャー
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New Nobel Biocare Digital solution

廣田健太郎（�ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社）

座長　鬼原　英道（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

企画講演６（ノーベル・バイオケア）

近年の日本国内では CAD/CAM関連機器やソフトウェアの進化が加速しており，特に歯科インプラ
ント治療において，急速にデジタル化が進んでいる．インプラント治療には，術前の CT検査による 3
次元的な診断が有用であり，CT撮影がスタンダードとなっている．また，歯科用 CTの普及が進み，
それに伴って CTデータを基にサージカルテンプレート（外科用テンプレート）を使用する施設数，症
例数が共に増加傾向にある．デジタル化とサージカルテンプレートの導入により，診断および埋入シミュ
レーションしたとおりの部位にインプラントを埋入でき，より精度が高く安心・安全なインプラント手
術が可能となった．手術時間の短縮や低侵襲な外科治療などが，術者ならびに患者様にとって大きなメ
リットであることから，近年特にガイディッド・サージェリーの有用性に注目が集まっている．
そして，口腔内スキャナーの開発に伴い，インプラント治療におけるデジタルワークフローが浸透し
つつある．ノーベルバイオケア社では，補綴分野におけるデジタルソリューションの一翼を担う CAD/

CAM システム（NobelProcera®）が 2000 年 に日本国内で紹介され，2007 年には千葉県内に
NobelProcera®Production Centerとなる「幕張プラント」がオープンした．それ以降スキャナー，関連
ソフトウェアなどノーベルバイオケアのデジタルソリューションは目覚しい進化，発展を続けている．
本年度新しくリリースされる「NobelClinician® 3.2」と「DTX StudioTM design　1.5」では，双方のソ
フトウェア連携機能となる『SmartSetup』と『TempShell』ソリューションが使用可能となる．
本講演では，一連の歯科インプラント治療をより安全で確実に行うため，あらゆる面からサポートす
る Nobel Biocare Digital solutionのワークフローについて紹介する．

略　歴
ノーベル・バイオケア・ジャパン株式会社
　マーケティング部　プロダクトマネージャー
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VR，AR，MRがもたらす「これからの歯科医療」

窪田　　努（�クボタ歯科）

座長　鬼原　英道（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

企画講演７（モリタ）

　Digital Dentistryというカテゴリーで多くの商品が発表されてきた．しかし，アナログの工程がデジ
タルに置き換わっただけで，デジタルらしい活用ではなく，今までとやっていることは，大して変わっ
ていない．たとえば，レントゲンフィルムから CTに代わっても，今までのレントゲンフィルムと同じ
ように，モニタに映し出された CTを見て，術者の「経験と勘」によって，頭の中で，CTと実体を重
ね逢わせながら，治療が行われている．これでは，せっかくのデジタルデータを活用しきれていない．
デジタルの利点は，デートをリンクさせることができることである．
　口腔内の歯と CTデータ（DICOM），CADデータ（STL）を三次元的に重ね合わすことができれば，
「治療に必要な情報（歯髄，下歯槽管，理想的な支台歯 etc）」を処置部位に表示させることができ，目
線を切ることなく，リアルタイムに「治療に必要な情報」を見ながら，治療が行える．このナビゲーショ
ンによって，誰にでも正確で安全な治療が可能となるのではと考えた．
　可視化技術の一つである VR（Virtual Reality）は，PCによって作り出された仮想空間をあたかも現
実のように体験させる技術で，実際に見えないものを見えるようにはできても，実際に歯に触れること
はできない．AR（Augmented Reality）は，人が見ている現実世界に，情報を加える技術だが，今のデ
バイスでは，ナビゲーションを実現することは困難である．
　そこで，VRと ARを融合させたMR（Mixed Reality）を活用することにした．術者がヘッドマウン
トディスプレイ（HMD）を装着する．次に，HMDと歯，器具の位置をトラッキングし，HDMに映し
出されている仮想空間に「治療に必要な情報」と器具の CGをリアルタイムに表示する．そして，
HDMの前面に装着したステレオカメラによって捉えられた現実映像を仮想空間に写し込み，歯と「治
療に必要な情報」を重ね合わせる．この結果，「治療に必要な情報」を見ながら，実際に器具を使って，
治療ができる．このシステムは，臨床だけではなく，教育において，シミュレーションとしても活用で
きる．目の前にマネキンしかなくても，HMDを装着すれば，目の前に人が現れ，臨場感あふれる実習
を受けることができる．そして，学生全員が同じ条件の実習を経験することができる．

略　歴
1990 年　大阪歯科大学卒業
1993 年　京都市左京区にてクボタ歯科開業
2003 年　京都 SJCD会長（2期 4年）
2017 年　�IDS にて，MR歯科治療シミュレーショ

ンを発表

所　属
京都 SJCD
NGSC
日本口腔インプラント学会
日本補綴歯科学会
岡山大学病院クラウンブリッジ補綴科
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AR，AI 技術を用いた新しい診療補助装置
“スカウター” の開発と Net Work Systemとの
統合について

林　　俊輔（�医療法人社団　林歯科医院）
	 　　　  後藤　英俊（医療法人社団　林歯科医院　技術担当・IT管理部長）

座長　近藤　尚知（岩手医科大学歯学部補綴・インプラント学講座）

特別セミナー

今日，デジタルデンティストリーと言えば，CAD/CAMに代表される技工操作に関係する事例を取
り上げられることがほとんどだと思う．われわれ臨床家が，臨床の場でデジタルの恩恵を直接得ている
項目は，レントゲンやカルテ入力等限られた場面であると考えられる．
そこでわれわれは，もっとデジタル情報を診断や実際の手技に活かせないものかと考え，以下のアイ
テムを開発した．すなわち，高性能マイクロカメラや赤外線深度センサーから得られた口腔内情報を一
度コンピュータに取り込み，画像処理および CTなどの付加的情報を添付した後，eye wearableに feed 

back表示するシステムである．この feed back 情報は，eye wearable上で AR（Augmented Reality）技
術によりマーカーレスにて，リアルタイムに，重ね合わせ表示が可能となる．また，これらの画像情報
は，ネットワーク上で繋がっているため dataを cloud上にアップロード後， big data化し，AIによる最
適化を行うことで，最も有用な情報を検索する手法を開発しつつある．
今回の発表では，われわれの開発した Zoom up Scouter，CT Scouterの発表に続き，この研究の考え
方の基本となった，“人の歩行をトラッキングする ARシステム” のデモンストレーションをライブで行
う予定である．
*Zoom up Scouter：マイクロカメラをコントラ，超音波スケーラー，ロータリーファイル等に設置す
ることで根管内や歯の遠心部の極小域を直視しながら作業ができる．
*CT Scouter：直視した視野に CT画像を重ねることで，口腔内の実像を透過して内部の骨を確認する
ことができる．これらの Scouterシステムはいずれも術者の視点を外部から共有可能とし，教育，研究
への情報応用を実現する．
*AR-トラッキングシステム：マーカーレスにてトラッキングする機能を応用し，咬合と身体機能の調
和を歩行のバランスから測定できるシステム．
これらの発表を通して，個々のシステムではなく，デジタルデンティストリーの根幹となる考え方を
問い直したいと思う．

略　歴
1984 年　北海道大学歯学部卒業
1988 年　北海道大学大学院修了　歯学博士
	 北海道大学歯学部矯正科　医員
1989 年　北海道医療大学歯学部矯正科　助手
	 林歯科医院開業
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Intra Oral Scanner を用いた，
高透光性ジルコニア接着臨床

中村　昇司（�八重洲歯科診療所，日本歯科大学生命歯学部接着歯科
学講座）

ランチョンセミナー１

近代歯科界には，デジタル歯科・接着歯科・インプラント歯科などいくつかの素晴らしい技術革新が
認められる．なかでも歯科におけるデジタル技術の広がりは，目を見張るものがある．
特にデジタル技術は，その中でも日常臨床で施術頻度が高い修復・補綴治療へ多く取り入れられてい
る．印象採得に着目しても，従前の練成印象材を使用せずに精度に優れた IOS（Intra Oral Scanner）を
使用することで患者の負担を大きく軽減することが可能となった．また，上記以外にもデジタル技術を
歯科治療へ応用することで，①従来使用していた材料よりも高品位な物が使用可能，②新しい材料が使
用可能，など様々な利益を得ることが可能となった．
従来の歯科用 CAD/CAMシステムにおいて使用可能な材料は，シリカ系セラミック材料とレジン系
ハイブリット材料などであった．しかし昨今，デジタル技術の材料的機械的技術革新に伴いジルコニア
が臨床へ応用されるようになってきた．以前のジルコニアは，機械的強度に優れるものの透明感に欠け，
補綴物のコア材としての応用にとどまり，単体としての使用に耐えるものではなかった．その中から，
改良を加え審美性に優れる高透光性ジルコニアが発表させるにいたった．高透光性ジルコニアは，従来
のコア材としてのジルコニアより強度が劣るものの，シリカ系セラミックに比較して高い強度を有して
いる．また，その構造から対合歯を摩耗させにくいことが明らかとなってきた．これらのことは，患者
術者双方を修復・補綴物破損と対合歯損耗の危険性から回避できる可能性を示している．
高透光性ジルコニアを含めたジルコニアは，万能とは断言できないものの優れた材料であり臨床の選
択肢として重要と言えよう．ジルコニアは，機械的強度に優れる材料であるがMI達成の観点からも２
次う蝕抑制の観点からも接着性レジンセメントの使用が望ましい．
優れた接着性レジンセメントを適切に使用することで，ジルコニアの優れた性質を最大限に発揮させ
長期予後獲得の可能性を向上し患者により良い歯科医療を提供できると思われる．
今回セミナーは以上をふまえ IOC，高透光性ジルコニア，接着性レジンセメントを含めた接着技法の
包括的な内容としたい．

略　歴
1992 年	 �日本歯科大学歯学部卒業
1997 年	 �日本歯科大学歯学部大学院歯学研究科卒業
2003 年	 �日本歯科保存学会専門医
2012 年	 �日本歯科大学生命歯学部接着歯科学講座 

非常勤講師
	 �医療法人社団有歯会八重洲歯科診療所理

事長

所　属
日本デジタル歯科学会
日本歯科審美学会
日本接着歯科学会
日本臨床歯周病学会
日本口腔インプラント学会
日本臨床歯科医学会
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デジタルインプラントデンティストリーの可能性

千葉　豊和（�札幌市・千葉歯科クリニック）

ランチョンセミナー２

現在数多くのインプラントメーカーが存在し，実際どのシステムを用いて治療を行うかは術者各々の
見解で決められているのが現状である．各メーカーは自社における優位性を打ち出し市場に流通させて
いて，それぞれ創意工夫し独自のインプラントとして他との違いを強調している．また，このような特
徴に加え症例別，もしくは部位別に独特なインプラントを開発し推奨しているメーカーも存在する．こ
のような状況に加えて，近年ではデジタルを応用することにより埋入から上部構造までの作製をより正
確，簡便に行えることを第一の特徴としたインプラントシステムが登場してきた．その中で DIOが行っ
ているインプラントシステムはデジタルとの融合という部分にいち早く注目し，特に光学印象データを
応用することによりいかにインプラント治療の簡便化を図るかということに着目したシステムである．
特にガイデッドサージェリーでは 3Shape社と共同開発した光学印象と CBCTデータのマッチング
データ上でインプラントプランニング，サージカルガイドの設計を行うシュミュレーションソフト，さ
らにそのマッチングデータから同時にファイナルアバットメント，プロビジョナルレストレーション，
最終上部構造などをデザイン，作製出来るソフトウェアを有している．また，独自のスキャンアバット
メントを応用することにより口腔内スキャンデータ上でのアバットメントデザイン，上部構造の作製を
行えるシステムもまた確立している．
このようにデジタル技術をインプラント治療に取り入れることの目的は，より安全性が高く，患者負
担を軽減でき，作業の簡便化が図れ，より予知性の高い治療とすることであり今後必ずや進歩していか
なければならない分野であろう．今回， DIOが持っているシステムを用いた臨床例を提示すると共にそ
の有効性をについて紹介したいと思う．

略　歴
1989 年	 東北歯科大学　卒業
1993 年	 奥羽大学歯学研究科　卒業
1993 年	 奥羽大学歯科補綴学第 2講座　助手
1994 年	 �東京都渋谷区　原宿デンタルオフィス　勤

務
1997 年	 �札幌市中央区　千葉歯科クリニック　開業

所　属
日本補綴歯科学会　専門医
日本臨床歯科医学会　会員
北海道 SJCD　顧問
岩手医科大学歯学部歯科補綴・インプラント学講座   
非常勤講師
北海道医療大学歯学部クラウンブリッジ・インプラ
ント学講座　非常勤講師



- 47 -

口腔内スキャナーで変わる臨床と歯科医院経営

遠山　敏成（�医療法人社団スターティス　�
マイスター春日歯科クリニック）

ランチョンセミナー３

歯科界に口腔内スキャナーが登場してから既に 30 年以上が経過し，現在では多くのメーカーから次々
と新しい機種が発売されている．近年ではそれらの精度やスピードも著しく改善され，臨床での使用に
関しても従来のアナログの印象方法よりも優れている部分も多くある．
しかしながら，日本国内におけるその普及率はまだまだ低く，欧米諸国とのデジタル化の差は大きく
開いたままである．現状，日本では口腔内スキャナーを用いて口腔内を印象採得したデータは保険適応
されず，保険の CAD/CAM冠に用いることができない（口腔内スキャナーを用いて石膏模型を印象採
得すれば保険適応可）ため，自費治療での使用が導入の前提となり，口腔内スキャナーの導入に二の足
を踏んでいる歯科医院も多いはずである．だが，歯科技工士や歯科技工専門学校の減少から，歯科技工
の効率化の一つとして口腔内スキャナーが保険導入される事が期待されている．
口腔内スキャナーを用いてデジタルインプレッションを行う事は「模型レス＝作業の効率化」になる
という事だけではなく，今までには無い多くのテクノロジーの恩恵を受ける事ができる．例えばデータ
化する事でスキャンデータをスペースを取らずに保管でき，患者の歯列の経年的な変化や術前・術後の
比較をする事が可能で，必要な時に 3Dプリンターなどを用いて実際の模型として排出する事もできる．
さらに，臨床の術式次第では従来のやり方よりも精密な補綴物の作製も可能である．また，別の観点か
ら言えば，新しいテクノロジーの導入は歯科医院内のモチベーションの変化にも繋がり，それが患者に
も伝わる事で歯科医院運営においても大きなプラスに働くと考えられる．
今回は 3MTMトゥルーデフィニションの導入による日常臨床の変化や，プロビジョナルレストレー
ションからのダブルスキャンを用いたクラウンの作製方法など，開業医としての多角的な観点から口腔
内スキャナーを論じたい．最新の症例や，デジタル化を後押しする材料についてもお話しする．

略　歴
1978 年	 長野県生まれ
2002 年	 日本大学歯学部卒業
	 �日本大学付属歯科病院クラウン・ブリッ

ジ科所属
2006 年	 マイスター春日歯科クリニック開院
2014 年	 日本顎咬合学会優秀発表賞受賞
2017 年	 昭和大学美容歯科学講座特別研究生

所　属
Esthetic Explorers 理事
K.I.M 理事
T-FED 副会長
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O-01

Co-Cr

  
1 1    

1 ,  2  
Fitness and retentive force of cobalt-chromium alloy clasps fabricated with repeated laser sintering and milling
Torii M1 Nakata T1 Takahashi K1 Kawamura N2 Shimpo H1 Ohkubo C1 
1 Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine
2 Department of Technician Training Institute, Tsurumi University Dental Hospital

 

 CAD/CAM  

 

 

 

 

. 

 

 18-8 CAD   

50 m   

(repeated laser sintered; , RLS)   

(hybrid manufacturing; ,HM ; , HM with relief)   

(LUMEX Avance-25,   

) HM with relief   

(NQPC-60/60/100(S6), IHI ) , HM heat treatment   

Co-Cr Cast   

.  

 (EZ-S-200N, ) 50 mm/min  

, 10,000  

5 20 Kruskal-Wallis  

Friedman  

 

 HM, HM with relief, HM heat treatment 0.6 m  

RLS 4.9 m HM  

(p<0.05). RLS HM, HM with relief, HM heat treatment  

(p<0.05). (p<0.05)  

 10,000 (N) (%) Cast: 7 N , 41.1 %, HM: 8.9 N, 27.6 %, RLS: 11.2 , 

 14.3 %, HM with relief: 13.8 N, 14.3 %, HM heat treatment: 14.9 N, 30.8%  

10,000 HM heat treatment 15 N HM with relief RLS, HM, Cas

 

 CAM HM with relief  

50 m HM with relief 

HM heat treatment

1 3 10,000 9  

HM with relief 14.3 %  

 

.

 



- 49 -

O-02

  

 1 1 1 2 2 
1 ,  2  
Possibility and prospects of manufacturing plate denture utilizing additive manufacturing 
Part Reproducibility and evaluation of try in patient's mouth
Maehata K1 Ikuta R1, Tamaki K1 Hirano A2 ,Sugiyama H2

1Department of Critical Care Medicine and Dentistry
2Marubeni Information Systems Co.,Ltd 
 

 

  3D

3D

412  

 

  

  6×8cm  

2 5 15 25 ) 6×8cm 2 5 15  

25 ) PC  

D  

3D ATOS Core135  

Essential Line, Gom  

 

,Magics, Materialise  

Stratasys Objet CONNEX3 3D  

OBJET RGD835_VeroWhitePlus  

OBJET RGD851._VeroMagenta, OBJET FLX930_TangoPlus  

3D 3D STL  

PC  

D  

Ag+  

3D  

 

3D  

 

PC STL  

 

 

 

 

-0.15 -0.30 +0.25 -0.25  

 

 

 

 

 



Vol.8, No.1, 2018 - 50 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

O-03

3D PMMA  
1, 1  ,  1, 2 1,3 

1 2  

Trial fabrication of removable partial denture including cast clasp using 3D printer by PMMA resin
Ozawa D1, Takagi I1, Tsujimura M1, 2, Ikeda T1, 2 Sagae T1, 3

1Koshin Dental Solution 2The first dental laboratory 3Sagae Dental Office
 

 
 

  CAD CAM 

System Computer Aided Design Computer Aided Manufacturing System

.  

8 CAD D PMMA

, 

D

PMMA  

 

Cast well 12% Gold GC Tokyo, Japan)

(EVEREST Scan, KaVo, Germany) CAD

(Shade 3D Ver.15 Shade3D Co., Ltd. Japan)

 

25 m

PMMA

(NANOCOAT Color GC Tokyo, Japan)

(Polymax 3, Dreve, Germany) 2bar 1.97 15 5

(LABOCURE L GC Tokyo,  Japan)  

 

 

 



- 51 -

O-04

3D PMMA  
1, 4, 2, 2, 3, 4, 4 

1

,
 2

,
3 

,
 4

 
Case report of seamless hollow obturator using 3D printer byPMMA resin

agae T1, 4, Ozawa D2, Takagi I2,Horie A3, 4, Sekiya H4

1Sagae Dental Office, 2Koshin Dental Solution
3Dentistry and Oral Surgery, kanto Rosai Hospital
4Department of Oral Surgery, School of Medicine, Toho University
 

 

   

 

, 7 8 CAD D

34

1

 

 

1 

59   

48 DP 2006

TPO

2016 11

1

 

2 

35   

25

2016 9

 

 

3D

 

 



Vol.8, No.1, 2018 - 52 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

O-05

 

 

 
Investigation of accuracy and reproducibility of intraoral scanners in the presence or absence of the 
scanning powder
Fukazawa S Natsubori R Odaira C Kihara H Takafuji K Takahashi T Kondo H
Department of Prosthodontics and Oral Implantology School of Dentistry Iwate Medical University
 

 

 

  

CAD/CAM

 

 

 

6 7

 

(3shape TRIOS3)

 

 

 

 



- 53 -

O-06

 

 
1 1 2 1 1 1 1 

1  
2

Color comparison of monolithic multilayered zirconia crown on the anterior tooth.
Shiomi S1, Wakabayashi K1, Ohsumi M2, Okamura S , Nakano Y1, Nakamura T1, Yatani H1

1Department of Fixed Prosthodontics, Osaka University Graduate School of Dentistry 
2Office color science co.

 

  

.

Katana UTML, A2, 

  

A2

 

 

 

 IPS Natural Die Material ND3 Ivoclar Vivadent

Katana UTML A2 ; 

A2, 

V5

   

CIELAB
L*a*b*

E
 

 Katana UTML 

E 4

E

E

.  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Vol.8, No.1, 2018 - 54 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

O-07

CAD/CAM  

  

Johnny's Factory  
Fitness of frames using dental CAD/CAM system
Yamauchi Y Takeda W Masai R Tsuneda T
Johnny’s Factory
 

 

  

. CAD/CAM

. 

 CAM

, , .

, . 

 CAD

. 

 

 , , , ,PMMA 5

. , , , D

, . D 

identica hybrid(geomedi) ,CAD exocad

. CAM hyperDENT V8 Follow-Me Technology Group

. 5 ARUM 5X-200(DooWon) ,

5 .  

,

.CAM

.

 

 ,

. 

 

 ,

. ,

. 

 



- 55 -

O-08

CT CT CT
 

  

 
Comparison and evaluation of pixel value of cone beam CT with CT value of medical CT  
Nishiyama T Sohmura T Yamaguchi A Higuchi S 

Wada Precision Dental Co., Ltd.
 

 

   

CT (CBCT) CBCT CT MSCT
X Beam Hardening Imaging Volume Size

CBCT
16 13 CBCT

MSCT CT

16
13 CBCT AUGE finecube GV21 

(Jako&world) Kavo 3D eXam Kavo 3D eXam i ( KINKI COMBI SCAN
NAOMI-CT( ) PAPAYA 3D (GENORAY) ProMax 

(PRANMECA) PreVista (JMM) RAYSCAN ( ) RevoluX (iCAT) SOLIO
) 1 MSCT Discovery, GE Healthcare CBCT

MSCT 16 CT 5
80 Av SD CV(SD/Av) 

CT . 

MSCT 16 CT Av±SD CV 1954±87 0.045
 13 CBCT 1007±195 (0.194

3566±887 CV=0.249 MSCT CT
CV

MSCT 1791±80 0.045 92 CV
CBCT 764±185 0.242 2201±334 0.151

40% 100%
CBCT

CBCT CV 0.062 0.249
CV 3D   



Vol.8, No.1, 2018 - 56 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

O-09

 1 2 1  1 1

1 2  
Set-up based on digital diagnosis for a case with diastema in midline
Takenaka S1 Sugimoto N 2 Nihisyama T1 Yamaguchi A1 Higuchi S1

1 Wada Precision Dental Laboratories CO., LTD. 2 Sugimoto dental clinic

 

   

 

 

 50  3
 

CT CT DICOM DICOM
3

 

4

 

 

 

 



- 57 -

O-10

 

 
1 1 2 1 1 1 1   
1 1  1 

1 ,  2  

Wear resistance of an easily wearing occlusal splint Comparison to provisional restorations
Kihara T1 Ikawa T1 Ihara K2, Sasaki K1, Hirai K1, Ito M1, Ito T1, Shigemoto S1, Shigeta Y1, Ogawa T1

1 Department of Fixed Prosthodontics, School of Dental Medicine, Tsurumi University
2 Dental Technician Training Institute, School of Dental Medicine, Tsurumi University
 

 

 

 

1)

  

 

 GC PERIO

1 1 GC

SUS303

10 K655-05

37 25 N 4 mm 5000

LEXT Olympus

 

 

 

CAD/CAM

 

 

1)    

   

23 107-116  

2017 

 

 

 

 

 

 

m

 

0
50

100
150
200
250
300
350
400
450



Vol.8, No.1, 2018 - 58 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

O-11

CAD/CAM  
1,2,   2 

1 , 2   
Distinctive use of chair-side type and network type CAD / CAM in practitioners

Koike G 1,2 , Kimoto K       
1Koike Dental Clinic, 2Division of Prosthodontics & Oral Rehabilitation, Department of Oral 
Function and Restoration, Kanagawa Dental University
 

 

15 CAD/CAM

CAD/CAM

 

CAD/CAM  

 

 CAD/CAM

CAD/CAM

 

 

 CAD/CAM

,

 

 CAD/CAM

3D

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 59 -

P-01

 
1,  2 1 1  2, 3  

1  
2  

3  
The effect of education for dental students used by digital mandibular movement analyzing device
Taniguchi Y1 Tsuzuki T2, Matsuura T1, Yamaguchi Y1, Takahashi Y2, Kido H3

1Department of Oral Rehabilitation,Section of Fixed Prosthodontics,Fukuoka Dental College
2Department of Oral Rehabilitation,Section of Removable Prosthodontics,Fukuoka Dental College
3Department of Oral Rehabilitation oral Implantology,Section of Oral Implantology Fukuoka Dental 
College
 

 

  

ARCUS® Digma II 26

 

 

26 90 5

 

 

 24 26.6

86 95.5

87 96.6

 

 

                       

 

 



Vol.8, No.1, 2018 - 60 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

P-02

 
1 1 1  2 2 2 2 2 3

 3 1,2 
1   2  3

 

Fabricating duplicate denture with CAD data
Inoue E1 Seimiya K1 Furukawa T1 Hoshi N2 Maruo K2 Kumasaka T2 Higashi T2 Kawanishi N2 Nihei T3 Ohashi 
K3 Kimoto K2

1 Department of Dental Laboratory Kanagawa Dental University Hospital
2Department of Oral Interdisciplinary Medicine (Prosthodontics & Oral Implantology) Graduate School of Dentistry Kanagawa 
Dental University
3 Division of Clinical Biomaterials, Department of Oral Science, Graduate School of Dentistry, Kanagawa Dental University

 

 

CAD

STL  

 

 D700-3SP  

 2

 

 Geomagic Control 3D Systems K.K.

2 STL

STL NC 3D  

 

 

CAM

3D Form2

STL

 NC

ceramill motion2 D(

)  

 2015 CAD/CAM

Big

 

 

 

 

1) Seelbach P et al. Accuracy of digital and conventional impression techniques and workflow. Clin 

Oral Investig 2013;17(7):1759-1764. 

 



- 61 -

P-03

 
1 2 2  2 

1 , 2

 

Clinical application to Molar Crowns using New Hybrid Resin Block
Hikita K1 Maida T 2 Kannari Y2, Tamura M2

1Division of Digital Dentistry, Department of Oral Rehabilitation, School of Dentistry, Health 
Sciences University of Hokkaido
2Division of Advanced Prosthodontics, Department of Oral Rehabilitation, School of Dentistry, Health 
Sciences University of Hokkaido
 

 

  CAD/CAM CAD/CAM

2017

CAD/CAM CAD/CAM

. 

 

 

 

 2017 4 2017 12 10 26 64

50.4 14 1 3

6  

 CAD/CAM 300

Aadva CAD/CAM system

G-Cem one

2.0mm

1.5mm  

 

2

 

 

2016-020  

 

 1 9 4.9

4 28.6% 1 (7.1%) 8 57.1%

1 (7.1%)

 

 

 

 

 

  

 



Vol.8, No.1, 2018 - 62 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

P-04

 

 

 
Study on anisotropy of clasp fabrication using one-process molding by repeated laser sintering and 
high-speed milling
Nakata T Shimpo H Takahasi K Torii M Ohkubo C
Department of Removable Prosthodontics, Tsurumi University School of Dental Medicine
 

 

 

 

 

LUMEX 

Avance-25

45 90 X

0.5 mm 12.0 mm

10,000

50 mm/min

Tukey

5%  

 

 

90°

 

 45° 19.5 N 12.9 N 90° 12.3 

N 45°

90° 27.6% 45° 33.8% 41.1 , 
 

 

0

 

 

 

 

 

 

 



- 63 -

P-05

300  
 

 R&D. Mfg 
Evaluation of resistance to degradation under water immersion of CERASMART300 
Hoshino K Ueno T Kumagai T 
GC CORPORATION R&D. MFG
 

 
  2017 3 JDMAS 245:2017 CAD/CAM

CAD/CAM . 2017 12
1 CAD/CAM CAD/CAM

 

2017 7 2( ) 300
 

 
 300 270 A B  

1.  

 #2000 1.0 mm
37 1 7 28
(HMV-G, SHIMADZU) 0.2 N  

2.  

 1.0 mm
2% 7 E  

 
 1 300 28

 

 

300 E=1.07, 
270 E=1.13, 

E=2.20, A E=2.90, B
E=3.10 300

 

 300
270

300

 

 

1 

300  
 

 R&D. Mfg 
Evaluation of resistance to degradation under water immersion of CERASMART300 
Hoshino K Ueno T Kumagai T 
GC CORPORATION R&D. MFG
 

 
  2017 3 JDMAS 245:2017 CAD/CAM

CAD/CAM . 2017 12
1 CAD/CAM CAD/CAM

 

2017 7 2( ) 300
 

 
 300 270 A B  

1.  

 #2000 1.0 mm
37 1 7 28
(HMV-G, SHIMADZU) 0.2 N  

2.  

 1.0 mm
2% 7 E  

 
 1 300 28

 

 

300 E=1.07, 
270 E=1.13, 

E=2.20, A E=2.90, B
E=3.10 300

 

 300
270

300

 

 

1 



Vol.8, No.1, 2018 - 64 -

The Journal of the Japan Academy of Digital Dentistry Vol.8 No.1

P-06
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Department of Prosthodontics and Oral Implantology, School of Dentistry, Iwate Medical University
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Influence of the form of the konus telescopic crown using Ce-TZP/A on the fracture strength of the 
secondary crown
Shibata S, Torii K, Yoshikawa Y, Fujiki S, Tanaka J, Tanaka M
Department of Fixed Prosthodontics and Occulusion, Osaka Dental University
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Comparative evaluation of stress levels during digital or traditional impressions in children
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The effect of artificial landmark to the precision of digital impression for edentulous jaw 
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A case report of procedure for fitting crown restoration under an existing clasp using CAD/CAM 
technology 
Takebe J, Ando A, Kumano H
Department of Removable Prosthodontics, School of Dentistry, Aichi Gakuin University
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The new method of manufacturing CAD/CAM complete denture applying the customized disk
Soeda Y1 Kanazawa M1 Iwaki M2 Arakida T1 Hada T1 Minakuchi S1 
1Department of Gerodontology and Oral Rehabilitation, Graduate school of Medical and Dental 
Science, Tokyo Medical and Dental University (TMDU)
2Department of General Dentistry, Graduate school of Medical and Dental Science, Tokyo Medical 
and Dental University (TMDU)
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Fully digital workflow of removable partial denture fabrication
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Observation of occlusal contact during functional movement by virtual wax-up based on three 
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Fabrication of removable partial denture using computerized pantograph and CAD/CAM
Isshi K1 Hamanaka I2 Takahashi Y2 Kido H3 Sugimoto T1 Murakami Y4
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Analysis of the tooth migration appearance using the digital technology 
Sakuma Y Tashiro M Maki K
Department of Orthodontics,School of Dentistry,Showa University 
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Precision of digital impression in various crowding cases in vitro
Tashiro M Sakuma Y Maki K
Department of Orthodontics, School of Dentistry, Showa University
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Dynamic computer-guided navigation system with wearable device
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Section of Oral Implantology Department of Oral Rehabilitation Fukuoka Dental College
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Characteristics of image recording ability and 3D-image construction of 3D scanners
Ito M, Ikawa T, Ito T, Kihara T, Hirai K, Shigeta Y, Shigemoto S, Ogawa T
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　一般社団法人日本デジタル歯科学会第 9 回学術大会の開催に関する費用の一部については，上記企業

のご援助を戴きました．
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大会長　近藤　尚知
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